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は　し　が　き

　憲政資料および日本占領関係文書を中

心として構成されている当館の政治史料

は，現在，専門資料部政治史料課の管理・

下にあって，広く内外の研究者に公開利

用されているρこの史料群は，・その収蔵

量もさることながら，史料的価値の重要

性からみて，日本近現代史の分野におけ

るわが国屈指のコレクションであって，

すでに日本の研究者間ではもとより海外

においても高い評価を獲得している。

　こう’した当館の日本近現代政治史料の

三三・充実のために全館的規模で政治史

料調査事務局という組織が置かれてい

る。それが設置されたのは昭和36年2月

・20日，したがってすでに27年になる。設

立当初は活動が活発で，事務局会議も定

例的に開かれていたが，その後種々な事、

情によって事務局活動が断続的になり，

事務局会議も最近8年間開催されないま

まになっていた。たまたま昨年（62年）

11月に勝間田清一氏の政治談話録音を行

一うことになったため，久しぶりに事務局

活動が復活した。

　その際に，当館職員のなかで次第にご

の事務局のことがわからなくなっている

ということが話題になった。当事務局の

設立経緯はどうだったのか，いままでど
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りような事業を行ってきたのか，以前の’

憲政資料室や現在の政治史料課の史料収

集活動といかなる関係｝とあるのか，など

といった問題を知っている職員は，断片

的に知っているものですら，現在はごく

少数になってしまった。

　筆者は，『当時たまたま専門資料部長と

してこの事務局の事務局長の立場にあ

り，またこの事務局とは創設問もない頃

から現在にいたるまで長期にわたり付き’

合ってきた関係上，この際，当事務局の

一事績が過客のなかに忘失される前た，事

務局沿革に関する記録をまとめて後日の

参考に残すことにした。

　しかし今まで事務書類の管理が必ずし

も良好でなか6たうえ，何回かの機構改

革と職場の移転によってかなり散逸し牟

らしく1現在利用できる資料は少ない。

また事務局設立以来の関係者はほとんど

退職してしまい，現在問合わせをしてみ

ても，多くはすでに記憶と関心が薄れで

しまろている。こういう状況なので，記

録としては不十分なものとならざるをえ

ないが，ただ幸いにも事務局発足以来の

’スタッフである住谷雄幸司書監（専門資

料部）が，今までに関係した事務局活動

の資料とメモを丹念にファイルさ耗てい

たので，それを軸として，総務部，旧参

考書誌部および筆者の書類ファイルに散

在する資料をつづり合わせながら，可能

な範囲で政治史料調査事務局の歴史を資

料的にたどってみることにした。

　執筆にあたっては，事務局章三期の実

務を担った林修氏（前専門調査員・『調査

及び立法考査局長）および三沢潤生氏（現

埼玉大学教授）から貴重な参考意見を伺

うことができた。とく．に林氏からは当時

の詳細なメモを貸与して頂き，不明であ

ったいくつかの重要な点を補うことがで

きた。また，住谷司書監には手持ちの資

料をすべて提供して頂いたうえ，種々有

益な示唆を頂いた。別表2「政治談話録

音一覧」は住谷司書監の作成したもので

ある。足羽勲逐次刊行物部長および森山

高根会計課課長補佐には予算についての

筆者の疑問に答えて頂いた。これらの皆

様の御書：助に感謝の意を表する。

1　政治史料調査事務局の設置

の経緯

1、山本有三氏による政治談話録音の提

　案

　昭和35年は議会開設70周年に当たり，

12月24日に衆参両院主催のもとにその記

念式典・が挙行されだ。本来ならば11月29

日が記念日当日であったが，その直前に

衆議院総選挙が行われたために，この日

となった。その際に記念行事の一環とし

て，当館は「議会開設70年記念議会政治

展」を参議院予算季員三三で開催しs’t引、

き続き翌年1月27日から1週間，竣工後

まだ真新しい尾崎記念会館（現憲政記念

館）において一般公開した。政治史料調

査事務局が誕生する話は，この展示会の、

準備が最終段階に入り，開会を目前にし

て関係者一同連日連夜その準備に忙殺さ

れていたときのことであうた。

　山本・岡部会談　当時の国立国会図書

館は館長の「空位：時代」，副館長は岡部史

郎氏。話の発端は岡部副館長と作家で元

参議院議員の山本有三氏との会談に始ま

る。平和35年11月の終りと推定されるが，

副館長のところに，民間放送連躍事務局
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長の酒井三郎氏から山本有三氏に会って

くれないかとの朗話があり，副館長が山

本氏と会談したところ，同氏から，文書

にできないような政治史の裏面事情につ

いて，第二次大戦の開始・終末の経緯に

精通している人たち（例えば野村吉三郎

，氏，町野武馬氏等）の談話を録音し，層

館で保存することを計画したらどうか，

との提案があった。山本氏によれば，こ

の件はミシガン大学のホール氏から熱心

に奨められた，とのことであった。

　　“ホール”という名の日本研究家は何

人かいるが，ミシガン大学のホール氏と

いうことになるど，一人は人文地理学教

授で長らく同大学の日本研究所長を勤し

め，当時アジア財団の仕事もしていたロ

バート・ホール〈Robert　Burnett’　Hall）

氏か，あるいは，アメリカにおける絹本

研究の指導的学者であり，当時同大学の

歴史学教授で，ロバート・ホール氏のあ

との日本研究所長を兼務，．その後エール

大学史学教授に転じたジョ．ン・ホール

（John　Whitney　Ha11）氏か，そのいず「

れかではないかと思われる。Who’s　Who

等によると，この頃二人ともシカゴ大学

在任中だがゴ歴史学という専攻分野，精

力的な日本研究活動などから考えると，

ここでのホール氏は後者のジョン・ホー

ル氏でなかったかと想像される。

　当館としての対応　山本氏の政治談話

録音の提案を受けた岡部副館長は，この

話を12月2日の詮議の席上で紹介して，

山本氏の提案の趣旨は結構であるが，当

館ではすでに憲法制定事情について同様

の事業を行ったことがあり，その経験か

らみるとこれは何分にも大事業であるの

で計画を周密に，というセとで各部長の

意見を求めた。その結果，．この席上で④

閲覧部，収書部，調査局の間で検討し，

必要があれば組織をつぐり，実行計画を

’練る，（u）関連し℃憲法制定過程に関する

資料を整理する，なξの点が決定されたρ

次の12月9日の館議においても，’副館長

から本件について関係者による委員会の

設置等，具体的準備を督励するところが

あった。

　ここに出てくる憲法制定過程に閥するtt

資料というのは，、昭和28年から33年にゐ・

けて金森徳次郎館長が中心になって収集

し，当時調査及び立法考李往年律政治図

書館第二課に保存されていた日本国憲法

制定関係資料のことで，’マイクロ・フィ

ルム撮影資料のほか，楢橋渡，佐々木惣

一，フランク・りゾー，山田丁丁，佐藤

、達夫，岩倉規夫，藤崎萬里，吉田茂金

森徳次郎など9名の関係者の談話録音が

含まれてvSる。，山本提案がもっぱら談話．

録音を目的にし，しかも昭和期の政治を

対象にしているために，この資料のこと

が合わせ；（考えられたものと思われる。

　山本・後藤・酒井の三田　ここで一般

の人や若い読者のために，山本提案をめ

ぐっで登場してくる3人の人物にづいて

あらかじめ紹介しておくべきであろう。

　まず山本有三氏。明治20年生，昭和49

年没。本名勇造。いうまでもなく小説家，

劇作家として著名。代表作として『坂崎

出羽守』『同志の人々』『波』『女の一生』

　『真実一路』『路傍の石』など。貴族院議

員（昭和21．5－22．5，勅選議員，無所属

倶楽部），参議院議員（22．5－28．5，全国

、区，緑風会），参議院で文化委員長として

活躍したほか，国語審議会など各種政府

審議会委員を歴任，文化行政に大きな貢

献をした。昭和40年文化勲章受賞。近衛

文麿と一高時代に同級でそれ以来の親

3



友。近衛との約束で近衛伝を書くζ．とに

なっていたため，近衛の没後30年にわた

って伝記作成のための資料を精力的に収

集し，ようやく昭和48年4月より毎日新

聞紙上に連載し始めたが，100回にもなら’

ないうちに病没。のちに単行本『濁流　雑

談＝近衛文麿』〈毎日新聞社　昭和49）と

して刊行された。この山本氏の業は同氏

の死去の翌年，作家杉森久英氏に引継が

れ，最近11年ぶりに1山本職と近衛との

約束から勘定すれば40余年ぶりに，伝記

小説『近衛文麿』（河出書房新社　昭和61）

として完成，出版された。この作成経緯

については，同書の「あとがき」に略記一

がある。

　次に，「これから名前が出てくる後藤隆

之助氏。明治31年生，昭和59年没。政治

家であるが，いわば裏方的存在，近衛の

有力なブレーンの一人。山本氏とは一局

時代からの友人。したがって近衛とも同

級であったが，知己となったのは京大時

代から。近衛が理事長をしていた日本青

年館と表裏一体の関係にある大日本連合

青年団に入り，青年団運動で活躍，一欧米

各地の視察ののち，国策研究機関の設置

を決意，昭和8年に後藤隆之助事務所を

設立して，研究を開始，やがて「昭和研

究会」と呼称した。11年夏これを改組・

cL拡充して，近衛のための政策研究集団と

しての昭和研究会を主宰，学者・評論家e．

官僚など各界から人材を集めて幾多の政

策の立案に当った。第一次近衛内閣の組

閣参謀，第二次近衛内閣の際には大政翼

賛会の成立に寄与，その組織局長に就任

するなど，終始宰相近衛支援のために尽

力した。戦後，追放となるd．26年昭和同

人会を組織した。　　t

　　もう一人の酒井三郎氏。明治40年生。

大日本連合青年団職員，昭和研究会事務

局長，大政翼賛会企画局文化部地方班長

などを歴任，後藤隆之助氏とつねに行を

共にし，その事務方を担当した。山本有

三氏の参議院議員選挙戦，その後の参議

院緑風会の創設に，後藤氏とともに関与，

山本氏の調進秘書となる。その後日本民

間放送連盟専務理事（事務局長），日本音

楽著作権協会理事長なttに就任。自伝的

要素を加味した『昭和研究会　ある知識

人集団の軌跡』（TBSブリタニカ　昭和

54，講談社文庫・昭和60）がある。

　，これら3氏は，．以上の履歴からわかる

ように，、近衛を軸として結び合い，程度

の差こそあれ公的あるいは私的に昭和の

歴史に直接関与してきた。かれらの親交

ぶりについては杉森氏や酒井氏の著書の

なかからも十分窺い知ることができる。

今回の政治談話録音の件についても，こ

の3氏は互に形影相伴いつつ，その熱心

な推進役としての役割を果した。3人の

うち山本氏が中心となったのは元参議院

議員で当館と関係があったこと，また近

衛伝執筆という直接的目的があったため

だと思うが，恐らく3氏とも同じように，

みずから衡ってきた同時代史の探究とそ

の記録になみなみならぬ関心を持ってい

たであろうことは想像に難くない。山本

氏や後陣氏は；電請録音実現後もしばら

くの間，当館との接触を続け，談話録音

収録の際には，あるときは対談者として，

，あるときは同席者として参加している。、

2　政治史料収集整備計画の策定

　収集整備計画の作成　山本有三氏の提

案に対する当館の対応は迅速であった。

副館長あ指示を受けて，．直ちに計画の立
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案作業が始められた。、計画の作成を担当、

したのは調査及び立法考査局で，12月14

目の審議（戸引閲覧部長，斎蒔総務課長，

田坂調査局レファレンス∫課長，林（修）細

務課課長補佐，高橋（徳）レフアレン：ス課

課長補佐，高村収書誌収書課課長補佐，

芝閲覧部運営課課長補佐）を経て，早ぐ

も2週間後の12月17日には成案を得た。

ついで12月19日には後藤隆之助氏と当館

側（副館長，神野調査局次長，山下収書

部長，戸引，斎藤，林，高橋）との打ち

合せが行おれて，計画案は36年忌新年

早々，1月6日，の館議に島々として提出

された。さらに1凋10日に山本，・後藤，

酒井の3氏と当館側（副館長，原田総務

部長，神野，山下，戸引ジ斎藤，叢り」閲

覧部運営課長，佐藤（毅）閲覧部政治法制、

参考室長，鈴木（重武）調査票政治行政制

度課長，藤井（貞）閲覧部政治法制参考室

主査，林，高橋，松崎会計課課長補佐，

芝）の会議が開催されて，s当館が用意し

た計画案の検討が行われ，最終的な政治

史料収集整備計画が決定された。実際に

作業を担当した当館の主なスタッフは，』

議会政治展の要員でもあったので，当時

まだ展示会に忙しく，しかもちょうど年

末年始にかかっていたことなどを考え合

わせると，極めて速い対応であったとい

えよう。

　、この決定過程で作られた計画書は次の

とおりである。

　［↓］　35．12．17調査及び立法考査局

　　　「政治史料収集整備計画（案）」

　　　ワラ半紙6ページにタイプ印字で

　　臨写してあり，「政治史料収集整備計

　　画の実施のための組織について
　　　（案）」が付されている。調査及び立

　　法考査局の政治行政制度課（現在の

　政治議会課の前身）が担当し，同課

　，の三沢溜生調査員（現埼玉大学教授）・

　　が，高橋徳太郎レファレンス課課長
1

　補佐などと相談しながら，計画の案

　文を執筆した。この案文はその後の

　　計画書め基礎となったもので，その

　　基本部分は現在にいたるまでほとん

　　どそのままめ文章で残っている。

　［2］　36．1r6　国立国会図書館「政治

1’ j料収集整備計画」

　　　ワラ半紙6ページにタイプ印字で

　　遼遠。1月10日に予定されていた岡

　　部副館長らと山本，後藤，酒井の3

　　氏との打ち合せ会議に備えて，［1］

　　を若干修正して1月6日の館議に議

　　題として提出されたもの。

．［3］　36．1．10　国立国会図書館「政治

　　史料収集整備計画」（資料1）

　　　ウス紙6枚にタイプ印字されてい

　　る。1月6日の館議および10日の3’

　　氏との打ち合せ会議の結果を踏まえ

　　て修正を加えたのち，最終的に10日

　　付けで決定したもの。

　これらの3種の計画はほとんど同じ内

容である。主な違いは資料の公開、整理、

収集組織についてである。（その異同につ

いては資料1に注記する。）

　計画の内容　決定された［3］の’「政

治史料蚊集整備計画」によれば，計画の

趣旨は，政治史料の整備が当館の重要な

使命であるにもかかわらず，予算上⑱理

由などから収集活動が活発でなく，．また

大正・昭和時代については未着手の状態

にあるので，「根本的な検討を加えた組織

的かつ大規模な計画を樹立し，活発な収

集活動を推進することが必要」であり，

「時期を失することぽ現存の政治家等の

筐底脳裡に存在する歴史ゐ真相を永久に



滅失させる結果となるので，事清の許す

かぎりすみやかにこの事業に着手しなけ・

ればならない」，ということにある。「

　この趣旨にしたがい，次の点を計画内

，容として定めている。

　まず，事業遂行のためには政治史に関

する組織的かつ継続的調査研究が不可欠

の前提であり，’そのために外部の学識経

験者を非常勤職員，顧問または委員等に

委嘱する。．

　収集の対象期間は，「憲政資料室」の収

集資料が主として明治から大正にかけて．

であるので，それ以後現在にいたる全期

・期を含める。

　収集資料としでは，日記，手記，メモ，

書簡類をは’じめ，写真，映画フィルム，

音盤，、録音テープ等，公刊本以外の一切

の資料を収集する。

　対象とする個人は，政治家，官吏，軍

人，，財界人，学者等各界の人物にわたる

ものとする。

　計画の実施組織としては，政治資料の

収集に関する基本方針，各年度の企画そ

の他必要な事項について調査審議するた

め，政治史料調査会を置き，その三三に

・は館の職員及び学識経験者のうちから館

長が命じ，または委嘱する。さらに調査

会の事務を処理し，史料の収集に関する

。企画の準備及び実施を行うため，調査会

に事務局を置くことに「し，その事務局員

　には，館の職員のうちカ・ら館長が命ずる・

　以上が「政治史料収集整備計画」の概

要であるが，その実施の経費としては，・

昭和37年野算に774万4・000甲を新舞

要求することとしている。

　　　　　　　　　　　　へ　　「

　3　山本提案と政治史料収集整備計画

　以上の経過から見る．とe・山本有三氏の

提案が直接のきっかけとなって，政治史

．料収集整備計画が出来たことは明らかで

，ある。しかしこの両者の間には，かなり

姿勢の上で大きな懸隔があった。

　山本氏側の事情　まず，山本斥の提案．

の主眼は，副館長の発言にあるように，

政治裏面についての談話録音であり，そ

の対象は今次の大戦の開戦及び終結につ

いてである。しかもこれを早期に着手す

ることを強く要望していた模様である。

　山本氏や後藤氏の意向は，両氏との会

談に同席した林修氏の記憶によれば，（a）

関係者の在世中にその談話録音を残さな

ければ時機を聴すること，（b）個人ベース

ではスタッフ，資金面で限界があること，

（c）公的機関が乗り出せば録音依頼に応じ，

易いと思われること，などめ点にあった

　らしい。　　　　　　　　　　　　　　、

　いずれも尤もな理由である。しかし旧

習は，そのときの山本氏の発言のなかに

山本氏自身が今次大戦の経緯を何らかの

形（小説かドキュメントか）でまとめた

　いという意向が働いていたように感じ

た，と語っている。筆者も恐らくそれが

大きな動機になっていたのではないかと

想像している。仙本割にせよ後藤氏にせ

　よ，それぞれ，過去を共にした昭和史の

生存者と語り合いたかったであろうし，、

　とくに山本氏は近衛伝の執筆を控えて，

資料の収集を急ぐ事情にあったのではな

　いか。さらに勝手な想像を拡げれば，山・

一聯にとっては，『濁流』を読むとおかる

　ように，かれの近衛伝は小説仕立てであ

るので，単敵治談話録音で曜和史ρ史

　実を探るという目的だけではなく，その

　どきの談話者の風采，物腰，対談の情景

　なども重要な小説作りの材料とし℃期待
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していたのではないだろうか。　層「一

　ホール氏のこと　ことで最：初の山本・

岡部会談で山本氏が政治談話録音をシカ

ゴ大学のホール氏から熱心に奨められた
　　　　　　　　　　　つ　ヒと語っている点について触れておきた

い。筆者は今回；林氏のメモからこのこと’

を初あて知ったのだが，』このホール氏が

どのホール氏かは別にして，政治談話録

音の提案には，山本氏の前に第一提案者

としてアメリカの日本研究者が存在して’

いた，ということはまったく意外であっ

た。政治談話録音はすべて山本氏ないし，

山本氏ら3人グループの主導のもとで進

められたものと考えていたからである。

この点山本氏の捷案には若干補足説明を．

つけなければならない。

　いまここで紹介したように，同席した

林氏の談話，あるいは筆者の集めた状況

証拠，さちにはその後の山本氏の誇話録

音どの閉り合い方などから考える・と，山！

本氏自身のなかに，政治談話録音を必要

とナる充分な事情とそれを提案する強い

動機があったことは間違いないであろ，

う。しかしながら，筆者の感触にすぎな

いが，もしホール氏の熱心な勧説がなか，

つたならば》二本氏とレて憐当館に出

向いてまで積極的に談話録音を提唱する

ことにはならなかったかもしれない。そ

め点山本提案については，山本町あるい

はその友人たちの熱意もさることなが

ら，隠れたホール氏の役割も無視するこ

とはできないよヴに思われるげ

　もう一点，アメりカの研究者の熱心な

提案が絡んでいたと知って，筆者がすぐ

思い起したことはアメリカでのオーラ

ル・ヒストリー（口述歴史）運動のこと

である。この運動は口述史料にもとつく

新しい現代史の研究方法とし七，第二次

大戦後，1948年に著名なアメリカの歴史

家アラン・ネヴィンスがコロンビア大学

　で初めてオーラル・ヒストリー計画を設

　冷したときに始り，その後とくに欧米で，

　急速に発展した。すでにオーラル・ヒ系

　トリーのための学会や専門機関誌もあ

　り，多くg）実績が積み重ねられている（例

　えばDavid　K．　Dqnaway　and　Willa　K．

　Baum，　ed．，　Oral　History　：　An　lnterdis一．

　cipinary　Anthology，1984参照）。われわ．

　れに馴染みがあるものに，コ戸ンビア大

　学オーラル・ヒズト1）　一研究室が実施し

　た「日本占領関係オーラ．ル・ヒストリー

’計画」がある。

　　日本でも口述歴史の成果は幾つもあ

　る。戦前，史談会炉明治25年9月から昭

　和13年4月まで延々411輯刊行した『史談’

　会速記録』や，戦後，読売新聞社が出版

　した『昭和締め天皇』，内政史研究会が実

　施した官僚・政治家の談話速記録など，

　その著例であろう二じかし日本の歴史学

　界が方法的自覚をもって積極的にロ腸胚

，史の問題と取組むよテになったあは，比

　較的最近のことに属する（笠原十九司「歴

　史学研究と口述史料」歴史学研究会編『オ

　ーラル・ヒストリーと体験史』1988，108

　－129ページ参照）。

　　今回のホール斥の山奉斥に対する政治

　談話録音の奨めば，あるいはこあ欧米に

　おける戦後のオーラル・ヒストリー運動

　．の日本への初期の波及であったと解釈で『

　きるかもしれない。また，かねて筆者は

　山本氏の提案が，本来ならばより重要な

　文書史料の収集にはまったく触れずに，

　談話録音のみに終始していることをやや

　不思議に感じていたのだが，これもs’こ

　とによると山本氏の側にホtル氏を通じ

　’てアメリカのオーラル・ヒストリー計画
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のような考えが作られ，それを山本氏が

意識していたためかもしれない。L

　当館側の事情　どころで前述のような

山本民謡の提案に対して，当館側は，政

治史料収集整備計画にみるように，包括

的かつ大規模な史料収集構想をもって臨

んでいる。当館側がなぜ当初からこうし

た大規模構想を描いたのであろうか。

　まず山本氏の政治談話録音の提案その

ものに対して，当時の当館内部の反応は，

とくに調査局などの関係職員りなかで・

かなり消極的であった。回顧談はじめロ

述史料の類は有力な史料ではあるが，自

己弁護，思添違い，『 L憶忘れなどを伴い

がちで，文書類に比して史料的価値が劣

ると考えられ，そのうえ，のちに述べる

が，談話録音は大変手間がかかる仕事だ

からである。率直にいうて，録音などと

硲う厄介なものを背負い込むのは御免だ

という意識が潜在してい津と思う。、

　他方，当時一般に日本国内はもとより

アメリカでも昭和期の日本政治史の実証

的研究が進み始めていた事情もあり，こ

’の時代の文書史料の収集に関しては，特

別の重要性と緊急性を感じていた。しか

しながら当館の収集事業は一向にこの時

期にまで手を拡げることができなかっ

た。政治史料収集を担当していた憲政資

料室は，その頃は明治憲政史関係資料の

収集という本来の枠にどうしても固執し．

がちであったし，また収集を拡大しよう

としてもそのための予算も人員も極めで

貧弱であったからである。

　その辺の事情について，のちに三沢潤

生駒は次のように説明している。

　　…e；t昭和30年代は高度経済成長期で

　　あり，国の財政も豊かであったにも

　　かかわらず国会図書館の図書購入予

　、算は大変貧弱だった。収集すべき図

　　書は当然広汎な分野に及ばざるをえ

　　ないので，購入費の各分野別配分の

　　決定が大変だった。憲政資料室が購

　．寂する文書はその性格上比較的高価

　　であるためにとかく敬遠されがち『

　　』で，まとまった史料の購入は久しく

　　不可能な状態にあった。私ども立法

　　考査盲愛は参考書誌部に属する憲政

　　資料室の業務とは直接の関係はなか

　　つたが1丸山ゼミ出身の先輩高橋徳

　　太郎氏（現専門調査員［ママ］）など

　　’政治史に関心のある一部の有志は，

　　憲政資料室が重点的に充実され，将’

　　来はナショナル・ア一宮イヴスとし

　　て発展することを強く期待してい

　　た。館内事情に精通した高橋氏は私

　　たちの意見を代表して事ある毎に館

　　の上層部を説いていたと思う。

　　　このような背景のもとに前記ク）展

　　示会［70年記念議会政治面をさす］

　　が開かれ，その準備過程でご遺族と

　　の連絡がとれ，多くの所在が判明し

　　たことが直接の契機となって，36年

　　2月には政治史料の計画的収集のた

　　め全館的組織としての政治史料調査

　　事務局が創設されることになった。　t’

　　〈「政治史料調査事務局発足の頃」『み

　　すず』昭58年8－9月号104ページ）。

　事務局創設の過程は実際にはこの説明

と異なるのだが，その頃の館内状況につ

いていえば，ここに三沢斥が運べている

ように，当館内部に日本政治史に関する

史料を収集整備しようという強い願望と

，意欲があったことは確かである。とくに　　’

70年記念議会政治展は，それに投入した

『職員のエネルギーからいっても1そのと

き発掘した大正・昭和期の史料的資産か
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らいっても，昭和26年の憲法資料展と並

ぶ画期的なイベントであったから，当然

のことながら罫これを機会に当館の政治

史料を飛躍的に充実しようという気運が

特段と醸成されていた。

　そこで当館の実務サイドでは，山本提

案自体には消極的であっても，それを好

機として，本格的な大規模史料収集計画

の構想を前面に押し出しつつ，まず大

正・昭和期の‡書収集活動を展開しよう

とした。’

　しかしこうなると，談話録音を目的と’

し，しかもそれを早急に実現したいとす

る山本提案とは，層おのずと大きな齪酷が

生じてくる。つまりアーカイヴスを志向

するとなれば，当然に文書史料の収集を

・基本に据えた，総合的で大型な政治史料

収集計画とならざるをえない。そこでは

肝心の政治談謡録音は小さな付随的部分

でしかない。またこうした大型計画とな

れば，短期間のうちに活動開始というわ

けには行かないし，発足後も小回りの効

く運営はやりにくい。と，するとチ実務

サイドが構想したこの計画はそのままで

は実施に移しにくいということになる。

4　政治史料調査事務局の設置

　事務局だけの発足　その後，政治史料

収集整備計画について当館側と山本氏側

との間で，．どのような折衝があったのか

は不明である。しかし，ほぼ1月後の2

月10日の館議に，議題として「政治史料

調査事務局設置要綱」（資料2）が提出さ

れ，「政治史料収集’［整備］計画の主旨に

基づき，『政治史料調査会』が発足するま

で『政治史料調査事務局』を館に設置」

する，ということが決定された。

　要するに調査会とは切離して事務局だ

一けをスタートさせるという意味である。

　「政治史料収集整備計画」の「第三　計

画の進行」では6「今年度内は，館内協力

体制の検討及び内規類の立案，学識経験

者の人選等の事務を行い」とあるように，

比較的スローペースであったのに，なぜ

このように急遽事務局だけを変則的に三

層足させることとなったのか，その事情は

よくわからない。やはり当館側の計画で

は山本氏側の政治談話録音の要請に直接・

応えられないことが最大の理由と思われ

るが，そのほか，計画通りに実施するに

は予算ジ人員の手当に苦労すること，委

員の選定や交渉に手間取ること，などの

理由があったものと想像される。

　設置要綱の決定にしたがい，引き続き，

政治史料調査事務局内規（資料3）が昭

和36年2月20日に制定，即日施行された。．

　内規の定めるところによれば，同事務

局の任務は，一つは政治史料の収集整備

であり，他の一つは政治史料調査会の設

立準備である。構成は庶務班，企画班，

および収集整備班の3班構成で，班員は

職員のなかから館長によって任命され
る。

　庶務班では，政治史料調査会の設立準、

備および事務局の庶務を，企画班では，

資料収集の調査および企画を，、収集整備

班では，資料の収集，受入，保管および

整備を行う。

　初期の顔ぶれ以上の内規にしたが
い，36年3月3日に政治史料調査事務局

員の発令（2月20日付）が行われた。規

模は局長以下14各誌に兼務3名。その

’氏名は次のとおりである（カッコ内は発

令時の所属部課）。
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事務局長　　　戸引達
　　　　　　　　　（閲覧部長）

庶　務　班　班長　陶山国見

　　　　　　　　　（閲覧・運営課長）

　　　　　回付　林　　修

　　　　　　　　　（総務課課長補佐）

　　　　　　〃　芝　盛雄，

　　　　　　　　　（閲覧・運営課課長

　　　　　　　　　補佐）－

　　　　　　〃　松崎　寛

　　　　　　　　　（会計課課長補佐）

企　画　班　班長　鈴木重武

　　　　　　　　　（調立・政法行政制

　　　　　　　　　度課長）一

　　　　　　回付　藤井貞文

　　　　　　　　　　（閲覧・政治法制参

　　　　　　　　　考慮主査）

　　　　　　・〃　高橋徳太郎

　　　　　　　　　　（地面・レファレジ「

　　　　　　　　　ス課課長補佐）

　　　　　　、〃　林　　修（兼）．

　　　　　　〃　芝’盛雄（兼）

　　　　　班員弓馬竜太郎
　　　　　　　　　　（調立る政治行政制

　　　　　　　　　度盛副主奪）

　　　　　　〃　’三沢潤生
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　　　　　　　　　（冷温・政治行政制

　　　　　　　　　度課副主査）

収集整備班　班長　佐藤毅夫

　　　　　　　　　　（閲覧・政治法制参

　　　　　　　　　考室長）

　　　　　　班付　藤井貞文（兼）

　　　　　　班員　足羽　勲

　　　　　　　　　，、（閲覧・運営課庶務

　　　　　　　　　　係長）

　　　　　　〃　住谷雄幸

　　　　　　　　　　く閲輩「政治法制参

　　　　　　　　　　正室副主査）

　　　　　　〃　由井正臣

　　　　　　　　　（閲覧・政治法制参

　　　　　　　　　考室）

　さらに翌年1月29日に事務局強化のた

め，企画班と収集整備班の班員として・

前者には二宮三郎（調宰・外務課），阪上

順夫（出立・■政治行政課）三宅正樹（引

立・政治行政課），後者には柴田敏夫（閲

覧・法律政治参考課），伊藤明子（閲覧・

法律政治面考課），伊藤昭一郎（閲覧・法’

律政治面考課）の計6名が追加発令され，

さらに2月27日には参与として斎藤毅

　（総務課長），楼井保之助（収書・選書課

長）の2名が初めて任命されたほか，庶

務班心付として三谷弘（閲覧・法律政治

参考課主査）：，’同班員として湯浅伸（総務

課文書係長〉，収集整備班班員として関ロ

卓史（閲覧・法律政治参考課）の3名が・

噺規発令されて，初期の事務局の体制作

りは完了した。

　事務局は36年3月7日に第一回事務局

．会議を開催した。．これには，事務局員の

ほか，とぐに岡部副館長，斎藤総務課長，

『田山人事課長も出席して，副館長の挨拶

のあと，早速，町野武馬氏の政治談話録

音の実施，来年度予算要求の準備，調査

会の早期発足などが審議された。

　事務局内規の問題　ところで，こめ事

務局内規は，事務局の発足を急いだため

であろうか，当館の組織例規のなかでか

なり異例な規定であり，運用面について

も無理な点が見受けられる。

　この内規は一見審議会や委貝会の種類

に見えるのか，『国立国会図書館例規集』

のなかでは「審議会関係例規」の項に収

録されている。しかし規定を読む限り，「

この事務局自体は，諮問に答えて調査審

議する諮問機関でもなければ，法の公正
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な適用のために審査検定に当たる参与機

関でも．ない。事務局各班の事務分掌の規

定の仕方からする、と，「事務局」という名

称を用いているか否かとは関係なく，ζ

の事務局は当館の事務執行機関と考えざ

るをえないであろう。

　政治史料調査会の事務局の含みがある

としても，「政治史料調査会」なるものが

一体何なのか，その定義はどこにもない6

また，事務局が関係するのは「その設立

準備」の事務だけであって，・両者の組織

，上の繋りがあるわけではない。

　いずれにしても，この事務局はど：うい

う性格の機関なのか，どう、いう職務権限’

を持っているのカ∫，』指揮命令関係はどう

・なるのか，国立国会図書館の組織のなか・

でどのような位置づけをされるのjoll

等々，規定上いろいろ議論の余地が残さ’

れている。

　運用についてみても，規定では，政治

・史料の調査から収集，保管，整備まで；．

閲覧を除いておよそ政治史料に関するほ

とんどすべての事務の実施に当たること

になっているが，兼務徳地で構成される

寄合い所帯の事務局で，そのような実質

’的業務を，・しかも長期にわたって遂行で

きると考えるのは無理であろう。事務局

運営の中心となる庶務担当についても，

普通このような場合，組織のなかのどこ

か特定の部課が具体的に指定されるか，

あるいは大きな委員会などになれば専属

の事務局を麗くかするのであるが，当事

務局の場合は，庶務も庶務班という混成

の班員が担当するこどになっているの

で，“体当館の組織とどう具体的に結び

つくのか，事霧局運営の実際の責任はe“

こが背負ったらよいのか，法規上はっき

りしていない。

　ところで政治史料調査事務局の内規に

このような不明な点や無理があるにもか

かわらず，27年間このままで運営するこ

とができたのは何故か。それは，筆者の

見るところでは，第一には館の特定の組

織をそのまま事務局の組織に組み込んで

運用したこと，第二には事務局の役割が

最初から実質的に限定されていたこと，．

第三には時がたつにしたがっ』て，事務局

自体の活動が次第に縮小されたこと，な

どの理由によるものと考えられる。これ

らの点に関する説明は，次の事業の概要

のなかで，順次触れて行くので，その部

分の記述を参照して頂きたい。

II政治史料調査事務局の事業
．の概要

1　政治史料調査事務局の運営

　事務局の運営体制　政治史料調査事務

局は，昭和36年に設置されて以来，その

後現在にいたるまで，機構改革による名

称変更などの形式的改正を除き，内容的

には変化することなく存続してきた。こ

の27年間の当事務局の歴史を，まず事務

局の運営から辿づてみよう。

　すでに述べたように，内規では事務局

の運営体制をどう作るかは事務局長以外

は明記されていない。そこで事務局の庶

務，・企画，収集整備の3班長には官職指

定的に次表の各課長を充てた。組織改革

．によ・って官職名が変化しているので，そ

の変遷をまとめておく。
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　　　　　　　　36．2．20

①事務局長閲覧部長
’②庶務班長閲覧部
　　　　　　　　運営部長

36．9．20 　38．4．1　一一　61．6．1

→参考書誌部長→専門資料部長’

参考書三部一一→専門資料部
一般参考課長　参考課長’

③企日長譜罐薬局羅無二一一マ蕪長
④収集灘長押駿r霧難台→嚢譲灘→誰艦長

　この体制のもとで，参考害誌部長が事

務局長である時代を例にとっていえば，

総務部，調査局，参考書誌部，収書部，

整理部，閲箪蔀の職県から参与・班付・

班員を任命，配置したρ大雑把にいう．と7・1

このうち参考書誌部と調査局が事務局の

．基軸になってvlて，庶務班は参考書下部

一般参考課が，企画班は調査局政治行政

課が，収集整備班は参考書誌部法律政治’

課が中’Sになって事務局の運営に当っ

た。つまり班長を出している課の職員が

老の班の主要な班員となるので，結果的

には通常の課の組織を班の組織に準用す

ることになった。このいわば組織指定と

もいうべき運営をレたことが，内規の不

備にもかかわらず，事務局を長期にわた

って維持できたひとつの理由ではなかっ

たかと考える6’

　事務局員　事務局員の人数は最初は事．

務局長以下14名であったのが，現在では

31名と倍増されている。その変遷を筆者

の手許に残され・（いる名簿で辿ると次の

ようである。

現在日

36．2．20

37．1．29

37．3．20

39．2．・

41．7．

42．4．

人数

14（3）

20（3）

25

31（2）

25（2）

23（2）

現在日

46．4．30

48．7．23

49．4．11

54．3．6

60．9．2

62．9．18

人数

22（1）

22（1）

一23（1）

24（1）

30

31

44．8．一　20　（1）　63．4．15　31

45．5．’　i　22　（1）

　注　人数は事務局長を含む6カッコ内は兼務

　　で外数。

　37年1月29日の増加は三三強化；37年

3月20日以後の増加の‡た為原因は全館

的協力体制維持の窄めに参与（課長クラ

ズ）を発令したためである。’参与の発令

の最初は37年2月27日の2名であるが・

38年に事務局の活動と組織が検討された，

ことがあり，その結果39年2月の数字で

は参与が総花式に発令されて一挙に8名

に膨れ上がった。’通常は参与は4～6名

である。60年9月2日以降の人数が大き

いのは，班付・班貝の増強によるが，こ

れも，出身課内および部局間の協力体制

強化のために，総力結集的に幅広く発令

したからである。

　事務局会議　事務局員全員による事務

局会議は事務局活動の集約である。しか

しその回数や内容の正確な記録はない。．

本稿作成に当って調査じた結果，把握で

きた限りでは，「政治史料調査事務局会議

一壷」（別表1＞にあるとおり，26回開催

された。それはほぼ実態に近い数字と思

う。暦年別に整理すると次のようになる。

昭和36年

　　37

　　38

　　39

一　12　一一

2回
5

1

1

・昭和50年

　　51

　　52

　　53

1回
0

1

1



0
1
2
3
4
5
，
6
7
8
9

4
4
4
4
4
’
4
4
4
4
4

2
2
1
0
1
1
1
1
1
1

4
5
6
7
8
9
0
1
1
2

5
5
5
5
5
5
6
6
6
6

0
0
0
0
1
0
0
0
0
2

　初期の頃は事務局会議の開催頻度が高

いが，その後は，年1～2回程度の年次

総会風に定例化された。，最近8年忌かり

は，事務局活動が全く休止されていたわ

けではないが，・事務局会議はほとんど開

催されなかった。会議の内容については

「事務局会議一覧」に事項をまとめてあ

るので，それを見てほしい。

　事務局内部の会議としては，事務局開

設の頃に企画班会議がしばしば開催さ

れ，斉種計画の案文作成に当たρた。班

長会議という形の会議が持たれたことも

ある。政治談話録音の際には，適宜，各

班混成の録音班が構成され，録音の計

画・実施に従事した。ad　hocの委員会と

しては，最近，政治談話録音の非公蘭の

期間等を検討するために，「政治談話録音

の取り扱いに関する検討委員会」を事務

局内部に設置した例がある。

　事務局の重要な決定事項や主要な成果

は，事務局長として，以前は参考書誌部

長から現在は専門資料部長から，館長に

対しあるいは館議の席上で報告され，了

承を受けている。

2　政治史料調査事務局の任務

事務局の任務　事務局内規にあるよう

に，当事務局の任務は政治史料の収集整

備と政治史料調査会の設立準備の2つで

ある。しかし政治史料調査会の設立問題

は，事務局発足当初を除き，全く手を着

けられていない（この点はのちに述べ

る）。そこで事務局の任務はもっぱら前者

に限られるということになる。

　政治史料調査事務局の収集整備事業

は，事務局内規によれば，．調査，企画，「

収集，受入，保管，整備など，閲覧以外

の史料に関するすべての処理事項を対象

にしている。この文言どおりの広汎な仕

事を寄合い所帯の事務局組織で一手に引

き受けるとするならば，それはおよそ実

行不可能な話であろう。

　実際はそうではなかった。筆者の経験

からすると，当事務局が現実に遂行して

きた任務と役割とは，比較的限定されて

いたと思う5それが具体的に何であった、

か，という点は論者によって意見が分か

れるかもしれないが，筆者の考えでは，

それらは1・（1）政治談話録音の実施，（2）現

代政治史料の収集，（3）政治史料収集整備

計画の作成と予算の確保，（4）館内協力体

制の維持，の4つに集約できると思う。

　これらの任務はいずれも事務局設置の

経緯から必然的に生’まれたものである。

　事務局設置の直接のきっかけとなった

山本提案は，その唯一の目的が政治談話・

録音にあったのであるから，（1）は当然で

ある。極端な言い方をするならば，談話

録音を実施するために事務局ができたど，

いってもよいくらいである。

　これとに別に当館職員側の最大の関心

事は，前記「政治史料収集整備計画」の

趣旨に現れていたように，大正・昭和期

まで史料の収集対象を拡大する』ことと，

組織的かつ大規模な史料収集整備計画を
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樹立，推進することにあうたのであるか

ら，そこから当然に（2）（3）（4）が事務局の任

務となった。

　これらの任務のうち，’事務局．としての

本来の任務は（3）と（4）であるが，当面の具

体的任務となったものは（1）と（2）であ’つ

た。

　縮小する活動・しかし任務がこのよう㌔

に限定的であったとしても，これだけで

も事務局としては大仕事である。その後，一

当館の卿鮫料全体の種類糧も次第1・

増大して行くにもかかわらず，事務局が

それに対応しえたのは，事務局自体の活

動秀野が拡張することなく、むしろ縮小

の方向に向かったからである。

　活動縮小の理由としては，第一には採

録後の政治談話録音の管理や，収集後の

現代政治史料の整理を，参考書誌部法律：

政治課および憲政資料室に委ねていたこ

と，第二には・）談話録音については適当・

な談話者が得られず，録音回数が減った

こと，第三には，．そめ後次第に憲政資料・

室が現代政治史料の収集活動に手を伸ば『

すようになり，また，やがて専属の現代

史料室も設置されたために，現代政治史

料収集事業が物別に吸収され，そこの自

立的運営に委ねられるようになったこ

と，第四には，収集整備活動の基盤とな

る事業計画と予算の作成・執行が，事務

局のなかである程度その基本線が確立さ

継あとは，次第に一膝考課収集課

会計課のルーティンのなかで処理される

ようになったこと；などの1点が考えられ

る。近年事務局の活動が不活発になった

理由もこうした事情にもとつくものにほ

かならない。

　さそ本題にもどって，以下，当事務局

の政治史料収集整備事業の大要を4つの

具体的任務にそってまとめて行こう。

』（1）政治談話録音あ実施

　町野竹馬氏から勝問田清一氏まで　す

でに述べたように当事務局が設置された

のは昭和36年2月20日，実際上のスター

トは3月7日の第一回事務局会議からで

あるが，’事務局設立の動機が政治談話録

音にあったから，事務局はそれ以前から

その準備作業に入ってV｝た。堆初から名

前が出ていた町野武馬氏が第1番の談話

者に決まり，早くも3月10日には録音の

際の質問要項の案文「町野翁録音希望項、

目（案）」が出来上っている。そして5月

14日，’ P5日の2日間にわたり『 C湯河原の

町野邸において，山本有三氏および古田

時夫氏（国立国会図書館調査員，中国問

題専門家）を主な対談者として政治談話

録音が実施された。

　その後，牟田ロ廉也，今村均，鈴木茂

三郎，木戸幸一，迫水久常，賀屋興宣，

市川房枝，藤山Pt＃一：一郎，　ttそして今回の勝

間田清一の各氏の順で，今までに合計10

氏の政治談話録音を行6だも詳しくは「政

治談話録音一覧」（別表2）を見られたい。

　ちなみに，初期のζろの会議の記録を

見ると，このほかた，政治家では，清溝

一郎，松村謙三，大野伴睦；久原房之助，

石橋湛山，鮎川義介，岸信介，河上丈太

郎，片山哲，西尾末広，後藤文夫，青本

「r男，鈴木貞一，星島二郎，後藤隆之助，

松野鶴平，灘尾弘吉，軍人では，山梨勝

之進，荒木貞夫，・野村吉三郎，岡村累次，

種村佐孝，寺平忠輔，外交官では，吉田

茂，有田八郎，’芳沢謙吉の諸氏の名前が

話題に挙がっている。このうち，岸信介，

清瀬一郎，西尾末広O？　3氏はそρ後・交

渉が進み，贋問事項，対談者などあ準備
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が整っていipにも拘わらず，談話者の死d

去により実現に至らなかったのは残念で

あった。

　厳重な管理・』難しい録音　政治談話録

音は，採録段階から極めて限られたスタ

ッフにより厳重な管理下で実施された。

録音された磁気テープは「30年非公開」

の原則（後述）により現専門資料部政治

史料課に保管されている。磁気テープば

将来の利用と保存のため音盤化され，一

部は活字起しが行われている。

　政治談話録音というものは，オーラ

ル・ヒスト：リー運動のことを引合いに出

すまでもなく，歴史研究の上からいって

有意義な企画であることは論を侯たない

が，その実現となると大変手間がかかる

仕事である。まず対象となる談話者を選

び，そあ本人と接触をとり，談話り承諾’

を得るまでに，かなりの手間と時間がか

かる。これと同様に大切なことは，その

話相手として適切な人を対談者に選ぶこ

とで㌧こ：れが意外に容易でない。また準

備のために優秀なスタッフを揃える必要

がある。とくに質問の良し悪しによって・

談話録音の成否が決まるので，質問事項

の作成には多大の時間と精力が必要とな

る。こうした条件が三拍子揃っても談話

者の側に何か故障が起これば，たちまち

録音は実現できない。さらに，最：近にな

ればなるほど，なまなましい政治が絡み，

談話者を選定し，その承諾を得ることが

いっそう開難になりつつある6話は聞け

ても内容に乏しいという結果も起りう

る。また当館の職員は本務を持っている

ので，．そう頻繁に長期間録音作業に動員

することができない事情もある6’

　政治談話録音の実施にはこうした難し

さがあるので，今までの録音本数は決し

て多くはない。初期の頃は1～2年に1

本ぐらいの頻度であったが』近年はかな

り間隔が長くなっているめは確かであ

る。この間た多くの録音候補者が死去さ

れて，録音の機会を逸したのは残念であ

ったが，しかし逆に新しい候補を追加し

て，その談話をi採録した。

　録音の公開・非公開　政治談話録音に

関しては，その取り扱い，とくに録音の

’非公開の期間をどう設定するかが，かね

て問題であった。当初は「政治史料収集

整備計画」（36．1．10）にあるように，「本

・人の承諾のない限り公開しない」と考え

られていた。したがって第一回談話録音

の町野武馬氏の質問要綱案にも「この録

音は公開しない，ただし，本人の承諾に

よるときは，この限りでない」とのr項

が見える。また前述の「日本近代政治史、

料の収集整備計画」（39・2月）にも「収，

集資料は，公開を建前とするが，談話録

音，日記，書簡などについては，本人の

承諾がない限り公開しないもあとする」

と明記されている。いわば本人承諾主義

ともいうべき原則である。

　1しかし，あるV．・は，この原則では余り

にも’公開に消極的であること，また早晩

起こるであろう本人の病気や死去に対応

出来ないことなどの理由によるであろう

か，実際の録音あ際には，「30鯛卜公開」

を対談者が適宜談話者に通知していたら

しい。録音実施の都度行われた当館の新

聞発表のなかで，．しばしば「録音時から’

30年非公開」という言葉が記事として出

てくるからである。

　それでは，いつ本人承諾主義から30年

非公開主義になったのか1それは関係者

に聞いてもはっきりしない。ある新聞に

は，昭和30年；前記り日本国憲法制定関’・
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係の吉田茂氏の談話録音の時に「30年非

公開」あ話があったという記事があるが

　（毎日新聞50．12．15夕刊），当時録音を担

当した林修氏によると，丁そのような記憶

はない。金森館長や佐藤達夫氏の間で，

’未来永劫というわけにはいかないが，と

もかく非公開を強調しなければ腹を割っ

た話は聞けないからね，というやりどり

・があったように覚えている」とのことで

あった。独立後年もない当時のことを考

えれば，それは当然であったであろう。

（ちなみに，これら一連の憲法制定関係談

話録音ば，憲法公布30周年を期して，昭

和52年，非公開期間20～24年をもってす

べて公開された。）

　いずれにせよ30年非公開主義は，その

後次第に原則化され，『国立国会図書館三

十年史』のなかに「公開はそれぞれ録音

した時点から三十年後となっている」

　（198ページ）とい5iいわば慣習的表現

として記載されるところとなった。

　しかし一興30年目いうのでは，折角の’

政治談話録音もその史料的意義が減殺さ

れでしまうのではないか，という批判が

かねてあった。たしかに，あまり早く公

瀾されるとなると談話者に秘話を語って

もらうことができなくなるであろうが，

しかし反面あまり長く秘匿しておけば，

史実を正すために秘話を残すという録音

本来の意義が朱われることになる。’また

談話の時点から30年というと，かりに談

話のなかで話題になった事件が20年前の

事件であったとするならば，．事件から50・

年後になってようやく明るみに出る，’と

いうととになって，史料としての有効な

利用を期待できなくなるであろう。、

　そこで30年非公開原則をもう少し弾力
的に運用できないものか，・また起算の時

点も録音時にするか，談話者の死亡時に

するか，あるいは談話内脊に出てくる事

件の発生時にするかをはっきりさせてお

きたい，・等々を考えた結果，筆者の事務

局長時代，たまたま勝間田清一氏の談話

録音の話が起こったのを機会た，事務局

内に「政治談話録音の取り・扱いに関する

検討委員会」を組織して検討してもらう

ことにした。そり結果，すでに採録済み

のも4）は従来通り録音時より・30年非公開

とするが，「今後の政治談話録音は，録音

の時点から最低10年間非公開とし，談話

者の意向により20年または30年非公開ζ，．

する。ただし30年を以て最大期限とする」

との結論を得たく資料5）。この新方針は

62年11月12日の事務局会議において承認

された携勝間田清＝即談話録音から

適用となり，同氏の場合は「10年後に公

開」となった。

　（2）現代政治史料の収集

　事務局と憲政資料睾　憲政資料室が明

治期の政治史料の収集に専念していため

に対して，当事務局関係者が大正・昭和

の現代政治史料の収集を事務局自身の目

的にしたことはらすでにまえに述べた。

　そこで当初，当事務局の史料収集事業

と憲政資料のそれとの関係をどう設定す

るかが問題となった。そのため，収集対

象を憲政資料室は明治期，政治史料調査，

事務局は大正期以降現在までとし，これ

を前提とした上で，「本政治史料収集事業

は，憲政資料係のおこなう事業とは，一

応別個のものであって，予算面でもこの

原則による。ただし，この二つの収集事

業は，相互協力的なものであり，将来，

そのそれぞれ収集・整備した史料を，『政

治史料室』（仮称）に合体する」との基本
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方針を事務局内で作って運用に当ること

とした（37；3．29政治史料調査事務局企画

班「昭和37年度事業計画（案）」）。

　こ9）’「案」がそのまま決定に至ったの

かどうか不明であ’るが，当時は確かにそ

うした考え方に立って臨んでいたように

記憶する。

　こうして当事務局が，，直接，現代史料

の収集に当ることになり，これが当館の

現代政治史料充実の端緒となった。その

際に議会開設70年記念三会政治展のとき

の資料届出の成果が非常に役に立ち，そ

のとき得られた情報，遺族との接触をも

とにして，収集活動を展開した。筆者自

身も展示会からの関係から引き続き宇垣

一成，鈴木貫太郎，近衛文麿，西原亀三

などの史料収集た当ったことを，いまは

懐かじく思い出す。

　その後次第に憲政資料室のほうも大

正・昭和期の史料までも積極的に手を伸

ばすようになったので，この分蜂の史料

は急速に拡充することとなった。代表的

コレクションとして寺内正毅，斎藤実，

小川平吉，：安藤正純，浅沼稲次郎，佐藤

達夫などの文書類や，旧陸海軍：関係文書，

外務省資料などのマイクロフィルム資料

が次々と，当館に収蔵されるところとなっ

た。・

　こうして現代政治史料の収集事業志憲

政資料室で一元的に行われるようになっ

たゐでf・事務局と憲政資料室との事業分

担問題は自ずと解消するところとなっ

た。これら双方を合体した史料総数は現

在では200家20万点に達している。

　現代政治史資料室の設置　こうした動

きとは別個に昭和53年より参考書三部法

律政治課において，日本占領関係文書⑱

々イクロ化事業が開始され，その運営の

　ために同年5月25日付で現代政治卑資料

　室が設置された。この事業はすでに2，000

　万コマ以上の撮影を終え，憲政資料とな

　らぶ当館のもっとも重要な現代政治史料、

　群を構成している。同室にはζのほか東

，京裁判関係の史料群も収蔵された。同室

　は54年4月16日から公開され，これらの

　史料は一般の利用に提供されている。，

　　．あとで当館の政治史料全体についでま

　とめる際に述べるが，憲政資料室に次い・

　で現代政治史資料室が事実上の組織単位

　として館内に設置されたことは，政治史

　料調査事務局の歴史のうえで画期的なこ

　とであった。当初から事務局が構想して

　いた白本の近代および現代の政治史料収

　集体制の組織化が，不備の点は多々ある

　にせよ，現実OPものとなったからである。

　　ただしこうした肇屡経過から，史料の

　取集整備の守備範囲の上で新しい問題が・

　生じた。当初は憲政資料室と区別して開

　始された現代史の文書収集活動が，次第

1に同室の管理下に置かれて，やがて明治

　期の憲政資料と一体化されるという経緯：

　が一方にあったところに，マイクロフィ

．ルムという異質の形の，しかも二大な量

　の新たな日本占領関係文書あ収集活動が

　開始され，そのために現代政治史資料室

　が誕生したOl’で㌧今康ほ両三の間の史料

　の管轄をどう調整したらよいかが問題に

　なった。

　　本来，業務分担は文書かマイク白かと

　いう史料の形態ではなく，まず近代か現

・代かなどの時代で分け，ついで個人（家）、

　あるいは事項で分けるというほうが一般

　的と思うが，．日本占領関係のマイクロフ

’イ『 泣?ﾌ場合は，その作業内容が質的に

　も量的にもその他の史料と極端に異なる

　ために，どうしても独立した処理になら
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ざるをえない。当初，そのための組織と

して現代政治史資料室ができたが，たと

えば新憲法関係などの現代政治り文書類

は家文書として憲政資料室で扱ってき

た。こうした喰い違いを現代政治史資料

室開室の際に整理して，憲法資料室は明

治以降太平洋戦争にいたる戦前史料を，

現代政治史資料はその後め戦後史料を分’

遷することに定めた。

　現在はいままで別個であった両軍が政

治史料課に統合されたので両室の管轄問

題は消滅したが，しかし大量のマイクロ

フイルムの処理という作業＃の根本的違

いはやはり今後の課題として残っている’

ように見受けられる。

　（3）政治史料収集整備計画の作成と予

　　算の確保

　憲政資料，現代政治史料，談話録音な

ど各種の政治史料収集整備事業を総括し

て，具体的に基本三面や年度事業計画を

作成2決定しジその実施のための予算を

確保するこどは，当事務局に課せられた

もっとも基本的任務である。　　’

　基本計画と年度計画　基本計画は当初

の前記［3’］「政治史料収集整備計画」（36．

1．10）以来ほとんど変わっていないが，

事務局発足後に作成された計画書には次

の2つがある。最初の計画書からの通し

番号でこれを整理すると，

　［4］37．2．8国立国会図書館政治史

　　料調査事務局「政治史料収集整備計

　　画について」

　　　この資料のみ横組，タイプ印字謄

　　写，13ぺ・一一：ジ。本文のなかに，政治

　　史料調査会規則（案），政治史料調査

　　事務局内規が含まれている。参考資

　　料として事務局の構成，収集史料一

　　覧予算要求，購入予定史料一覧が

　　付されている。37年2月た事務局が

　　拡大強化されたときに作成されたも

　　の。

　［5］　39．2月　国立国会図書館政治史

　　料調査事務局「日本近代政治史料の　’

　　収集整備計画」（資料4）

　　　タイプ印字謄写，19ページ。本文

　　のほか，収集卑料r覧，事務局名簿

　　が付されている。38年1月に政治史

　　料収集に関して山本有三氏が来館し

　　たことがあり，これを機会に約1年

　　にわたって継続的に，，凝議の席上で

　　参考書誌部長から事務局の史料収集

　　活動について報告が行われたことが
t”t ?驕B恐らくその結果として作成さ

　　れたものと思われ、’38年12月131日の

　　館議において了承されている。『

　［4］および［5］はいずれも［3］の，

それぞれの時点における硲わば増補改訂

版といえよう。基本部分はほとんど同じ．

であるが，現在のところ［5］が最新版の

基本計画なので，重複をいとわずに，資』

料4として付す。、［3］『’［4］との異同につ

いてはそヒで注記するが，とくに幽「日本

近代政治史料室」の将来構想が出されて

いることが目につく。

　年度事業計画は毎年企画班が中心：にな

って政治史料収集計画案を作成し，これ

を事務局会議にかけて決定した。内容に

層ついては別表1「政治史料調査事務局会

議一覧」のなかにに要点を摘記しておい

たので，それを見られたい。ただし最近

10年ぽかりは，この作業は残念ながら停

止している。

　予算の確保　政治史料収集整備事業を

実施，遂行するために財源を確保し，そ

の増大を図ることに，．事務局にとって実
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質札もっとも大きな任務といってよいで

あろう。

　予算については，事務局創設の当初，

政治史料収集のための経費として774万

4，000円（うち図書購入費500万円）を新

　　　　　　し規要求として考えたことはすでに述べ
た。

　その後どのように政治史料収集整備関

係の予算化が進んだか，まとめておこう。

　①事務局が発足した昭和36年度は，新

館移転と臨時国会のために史料収集事業

は実施困難として，特段の予算措置は行

わなかったが，昭和37年度からは，まず

蔵書構成審議会の答申のなかで，「日本政

治史料の整備」が図書収集の重点に認め

られたσこの答申をうけて，図書収集実

施方針として，37年度の図書館資料購入

費から100万円が日本近代政治史料購入

に当てられることとなった。これが本事

業が館内で公的に認知された最初で，そ

の後も引続き長期に亙り「日本政治史料

の整備」は当館の図書収集の重点事項と

，なり，逐年，購入費は増大した。本年度

（63年度）では461方9，000円が当初予算．

として計上されてい、る。ただし，実行で

はこれよりかなり上回った額になってい

る。

　②僅かではあるが，新規予算として41

年度から談話録音関係テープ代および録

音テープの音盤化費用として，それぞれ

2万4，000円と10万円がつき，翌42年度に

は政治談話録音謝金として11万2，000円

がついた。これらの予算はしばらく横這

いρままジその後は節約のために減額と

なり，現在では半分まで落込んでいる。

　③41年度から印刷製本費のうちから10

万円が近代政治史料目録のためについ、

た。ちなみに63年度には34万7，000円つい

ている。

　④43年度に初めて「政治史料の収集整

理」として事項立となり，非常勤調査員

手当91万6，000円，談話録音謝金・録音テ

r一プ代・音盤化費用計114万3，000円，そ

の他1万3，000円，合計115万6，000円が認

められた。これによって当館の政策とし

ての本事業の意義が，客観的に明確にな．

・つたといえよう。なお，これとは別にこ

の年の日本近代政治資料購入費は230万

円，近代政治史料目録印刷費は32万円が

ついているので，政治史料収集整備関係

予算総額は377万6，000円になった。

　⑤44年度に「政治史料の収集整理」の

なかに初めて13万1，000円の政治史料収

集調査旅費が認められた。資料の探索は，

かねてからの職員の希望であっだから，

これは大いに喜ばしいことであった。し

かし，その後は一時少し伸びただけで，

現在では僅か7万7，000円しかついてい

ない。

　⑥45年度に，やはり「政治史料あ収集

整理」のなかに61万1，000円の政治史料複．

製費が新規に認められた。この経費によ

って，原文書の保護のため，ごく小部分

にすぎないが，その複製を作成して，閲

覧に供するこどが可能となった。この予

算は漸増して，63年度には113万3，000円．・

’がついている。

　⑦「政治史料②収集整理」の事項立は．

50年度をもって終了し，その後は通常の

費目に分散記載さ．れることになった。し’

かしながら，例年の節約による予算削減

によって，現在では非常勤調査員手当以

外は各費目とも数万円足らずの額しかつ

いていない。

　⑧53年度から特別経費として日本占領

関係資料収集整備費がついた。総額7，538
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方4，000円という当館としては稀にみる

博大な予算で，内訳は，「日本占領関係資

料収集費3，769万2，000円，調査収集旅費

392万3，000円，資料整備費3，．376万9，000

円である。この費用はその後次第に増え，

63年度においては，総：額1億6，595万4，000

円，内訳はそれぞれ8，297万7，000円，964、

万5，000円，7，333万2，000円という大プロ

ジ土クトに発展した。

　以上見てきたように，日本占領関係資

料費を別にして，政治史料収集整備予算

についてだけいうと，主要な費目は政治

資料購入費，史料複製費，非常勤職員手

当の3項目で，その他は収集調査旅費，

談話録音関係費用等の小額のものだけで

ある。63年度予算ではその総額1，920万9，

000円，このうち非常勤職員手当を除く，

と，ネットの政治史料収集整備関係費は

残念ながら僅かに631万2，000円である。

　（4）館内協力体制の維持

．政治談話録音にせよ現代政治史料収集

にせよ，政治史料収集整備事業の企画と

実施に際しては全館的な協力が必要とな

る。’

　すでに述べたように，当事務局は参考

書誌部と調査局を軸にして，それに総務

部を加えて発足した。しかし，1これはど

ちらかというと企画中心であったので，

その後，いっそう円滑な事業推進のため．

に収書，整理，閲覧の各部門の協力が必

要となり，これらの各部からも事務局に

参加してもらった。

　そのために事務局員は人数が倍増にな

ったが，事務局という形でこうした全館

，的な協力体制を組み，共通の意思形成の

場を恒常的に維持していたために，部局

間の問題の解決や利害の調整が格檬に容

易になり，新規事業の実施や予算の確保

が可能となったといえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
3　政治史料調査会の設置問題

　「政治史料収集整備計画」（36．1．10）

のなかで決定されてvlた政治史料調査会

．あ設置は，前述のような事情で後送り・ど

．なり，その設立準備は政治史料調査事務

局の任務に委ねられた。当初より事務局’

内部ではその早期設置を希望していたの

で，事務局発足と同時に調査会の組織造

りと具体的な人選の準備作業に入った。

その前後の動きを残された記録から拾っ

てみると次のようになる。

　、急がれる調査会の設置　①事務局発足

以前の計画審議段階においても，たとえ

ば，36年1月10日半山本，後藤，酒井3

氏打合せ会議の席上で，調査会の古葉あ

るいは専門委員として，’岡義武』（東六教

授），丸山真男（東大教授），松本重治（ジ

ャーナリスト，国際文化会館理事長），松

方三郎（ジャーナリスト，共同通信社専

務理事），笠信太郎（ジギーナリスト，評

論家），野村秀雄（ジャーナ、リスト）など

の鈴々たる人物の名前が登場している。

　②36年3月7日の第一回事務局会議に

おい℃は，学識経験者を集めた委員会を

早く設置するようにとの高橋く徳）班員

の発言にたいじて，岡部副館長は至急や

るようにと指示している。

　　③36年6月20日に企画班が作成した

　丁日華和36年度政治史料取集計画案」によ

．ると，「（1）政治史料調査会を本年10月中に

発足させる。調査会の委員は10名程度と

　し，学会（政治史r日本史），言論界およ’

　び政界のうちからすみやかに人選をおこ

　ない，館長名で委嘱すること。館側の委
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員は，副館長とする。（2）企画班力『調査お　　日付けの青色コンニャク版資料「政治史

よび企画をおこなうに際して協力を求め　　料調査会規則（案）」および「政治史料極

るため，館外の政治史研究者に政治史料．査委員（予定）名簿」が作成された6調

収集企画顧問を委嘱する。同顧問の人員　　査会規則と委員名簿の案文とが両者r体

はさし当り10名内外とする。」との方針を　　のもの’としてまとめられたのは，これが

立て，具体的に次の人名を挙げている。　　初めてで，また恐らく最後のものであろ’

　政治史料調査会委員としては，岡義武　’う。

（東大教授），大久保利謙（立大教授），　　　調査会規則（案）は資料4「日本近代

蝋山政道（評論家〉，岩淵辰雄（評論家），　　政治史料の収集整備計画」のなかに収録

長谷部忠（評論家），山浦貫一（評論家）．　　されているものと同じなので，それを見

川崎秀二（元衆議院議員・当時落選中，　　られたい。

尾崎行雄記念財団理事長），山本有三（元　　　調査委員の名簿は，先の委員と顧問の

参議院謙員，1作家），岡部史郎（副館長）　　別がなくなり，メンバーは，岡，大久保，

の9名。　　　　　　　　　　　　　　’1蝋此畠稲田，林，信夫，岩淵，長谷部，

政治史料収集企画醐としては，石田山浦，山本後離之助澗割譲醗
雄（東大助教授），稲田正次（東京教育大　　夫の13名となった。あらたに登場した名

教授）；今井清一く横浜市立大助教授），　　前は，かねて関係の深かった後藤氏と，

神島二郎（立大教授），木下半治（東京教　　新憲法制定にもっとも深く関与した当館

育大教授），信夫清三郎（名大教授），遠　　専門調査員の佐藤氏の2名である。

山茂樹・（東≡大史料編纂所），．西田長芋（東　　　前の③の名簿と比較すると；総数で19

大明治新聞雑誌文庫），林野（東大教授），　名から13名に縮小された。委員からは川

安井達弥（神奈〕il大助教授）の10名。　　　崎氏を除く全員8名，顧問か’らは稲田，

　この案を基礎にして当時の戸引事務局　　林，信夫あ名氏3名，新規に後藤佐藤

長と岡部副館長との間で折衝があった　　の各氏2名ジということになる。

が，調査会の性格，人選，・委員手当の財　　　このコンニャク版資料は恐らく館首脳

源等をめぐって，半年以上たっても進捗　　との会議でも検討されたのではないかと

を見なかった（37．2．．1事務局会議におけ　　思われるが，・翌月の3月29日の企画班会

る事務局長の報告）。　　　　　　　　　　議の際に提出された。同会議の議題表に『

　④その間に政治卑料調査会の組織内規　　は，政治史料調査会設置準備に関する報

の案文が事務局内部で確定した（調査会．・告と，設置の見通しについての議題とが

の組織大綱はすでに「政治史料収集整備　　掲げられているので，議論されたはずで

計面」のなかに示されている）。案文作成　　あるが，いまのところその時の会議の記

め時期は明らかではないが；前に紹介し　　録が見つからないので，内容不明である。

’た「政治史料収集整備計画について」（37・　　難航する人選　⑥こうした調査会設置

2．8）に収録されているので，36年中のこ　　のための事務局の努力は重ねられたが，

　とであろう。案文内容は次の⑤資料中あ　　館首脳の間で委員の人選や待遇について

　ものと同じ。　　　　　　　　　　　　　種々異論があったようで，「広汎に大物に

　⑤政治史料調査事務局名で37年2月10　委嘱する」という線で「再検討」という
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こζになった（37．4．14閲覧部長メモ！。

しかし，’その後も調査会設置問題は一向

．に進展を見なかったため，37年7月23日

および12月25日に開かれた事務局会議で

は，政治史料調査会の発足につき，神沢

事務局長から鈴木館長，岡部副館長に促

進方を上申するよう決定している。

　結局，当館として委員の人選をめぐっ

て結論を得るにいたらず，38年4月頃に

）は，館議の席上で政治史料調査会の設立

の問題は当奇の間見送りという話が出て・

いた模様で，その後，同問題は棚上げに

なったまま現在に及んでいる。

　　．　．fi，

HI当館の政治史料

　最後に当事務局が対象としてきた当館

収蔵の政治史料全体について，どのよう

．な種類があり，どのような収集整備体制

にあったか，またいままでどう発展して

きたかを概括して，それによって当事務

局の位置を明らかにしておこう。各種政

治史料の個々の内容については，本稿で

の説明のほか，本稿末尾の参考文献に挙

げてある糞料を参照してほしいg

　史料の種類と管理　まず，当館の政治

史料の種類と保管部局の推移を一覧表に・

まとめておく。

　①憲政資料　国会分館図書課（恵政資

料室）→閲覧部政治法制参考室（憲政資

料室）→同法律政治参考課（憲政資料室）

→参考書財部法律政治課（憲政資料室）

→専門資料部政治史料課

　②日本憲法制定関係資料　調査及び立

法考査局法律政治図書館第；課→同法令

課→同法令議会資料課→参考書誌部法律

政治課→専門資料部政治史料課

　③日本，占領関係文書　参考書誌部法律：

政治課（現代政治史資料室）・→専門資料

部政治史料課

　④東京裁判関係資料　同上

　⑤政治談話録音　参考書誌部法律政治

課→専門資料部政治史料課

　（このほかに北原平和文庫があり，・これ

に若干の革砥喜重郎伝記賢料がある。文

庫の主体は通常図書であるので，ここの，

政治史料群からは除外してある。）

　表中のカヅコ内は組織規程上の組織で

’はなく，閲覧室または事務室の特定区域

の名称である。しかし，それぞれ専属の

係職員がいて，運営上かなりの自立悔を

もっていたので，事実上の組織単位に近

かった。そのため当館の政治史料収集事’

業は永年にわたり分散的に遂行されてき

た。つまり，①は憲政資料室が，②は参

考書誌部法律政治課（いわゆる本室）が，『

③および④は現代政治史資料室が，それ

ぞれ別個に維持・管理レてきた。⑤の政

－治談話録音は当事務局が直接その実施に

当り，その管理は参考書誌部法律政治課

が行ってきた。談話録音と同様に，当初，．

当事務局が直接収集に当たった現代史料

は，既述のとおり｝・①憲政資料に吸収さ

れている。

　こあ分散的な史料収集管理の事情は昭

和61年6月の機構改革によ6て一新さ

れ，現在では，①～⑤まですべて専門資

料部政治史料課に統合されて，その所管

に属している。特定名称としても，いま

は憲政資料室だけが，その歴史的名称を

惜しむがゆえに，政治史料課の閲覧室の．

固有名称として残っているに過ぎない6

　これらの史料群の成立順は，①②⑤③

④の順である。当事務局設立の時点で，

！
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政治史料として当館に存在していたもの

は①憲政資料と②日本国憲法制定関係資

料の2史料のみであった。

　主軸になっている史料は，①③⑤の3

種で，いずれも継続的収集史料である。

②④は単独の完結史料である。

　史料収集の歴史　これら史料群の形成

の歴史は，『私見では，次の指標で時期区

分して総括することができると思う。要

点だけを記載しておく。

　　前　史　戦前の衆議院憲政史編纂会

　　　　（昭和12．5．25）および貴族院50

　　　　年史編纂会（13．11．1）によって

　　　　行われた憲政資料収集事業

　　第1期　憲政資料室の開設（24．9．1）

　　　　　前史の憲政資料を当館が引き

　　　　継いで，’それを基礎として，憲

　　　幽政資料室が明治期の文書史料を

　　　　充実させ，当館の政治史料の根

　　　　幹を築いた。

　　第2期　政治史料調査事務局の設置

　　　　（36．2．20）

　　　　・初めて政治史料収集整備計画

　　　　が策定されて，政治史料収集が

　　　　当館の政策として確立された。

　　　　当面，文書収集対象が大正・昭

　　　　和期まで拡大し，政治談話録音

　　　　という新規の種類の史料が加わ

　　　　つた。・

　　第3期　現代政治史資料室の設置
　　　　　（53．5．25）

　　　　　彪大な日本占領関係のマイク

　　　　ロ資料の収集が開始され，二三

　　　　に戦後期の現代史料が豊富にな

　　　　・つたと同時に，マイクロ資料と

　　　　いう新しい資料形態の管理r，L9

　　　　営が開始された。『

　　第4期　政治史料課の設置（61．6．1）

　　　　以降

　　　　　当館の日本近現代政治史料を

　　　　専管する課が初めて設置され，

　　　　これら楽士の史料群の集大成と

　　　　今後の政治史料の統一的収集整

　　　　備活動が開始された。

　以上のような当館の政治史料集収の全

体像を念頭に置きなが暢本稿の結びに

入りたいと思う。

お　わ　り　に

　政治史料調査事務局の活動は，最近は

活発ではなかったが，すでに述べたよう

に，政治談話録音にせよ，現代政治史料

にせよ，一定の業績を挙げてきたごとは

、間違いない。しかし，いま『その27年の歴．

．史を振り返ってみると，そうした個々の

’具体的成果よりも，この事務局が；現在

みるような質量ともに誇るに足る史料群

実現のたあ，その基礎的条件を整備構築

セたこど魁もっとも大きな功績ではな

かったかという気がする。つまり事務局

は，日本政治史料の充実を当館の政策と

して掲げ，基本計画にしたがって収集活

動の範囲と内容を徐々に拡大し，また予

算措置として，日本占領関係資料収集費

は特別としても，その他の史料収集整備

についても，少ないながらそのための予

算を確保するなど，要するに史料収集事

業発展の基盤を造ったのである。．

　事務局設置の経緯で説明したように，

設置の直接的きっかけが政治談話録音で’

あったために，・たしカ・に最初当館側が考

えた政治史料収集整備計画はそのままで

は実施されなかった。しかしながら，初
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，あて当館の政治史料収集の基本計画を決　1

回し，それを政策として打ち出したこと

の意義は大きい。事務局は，紆余曲折が

あったにせよ，結局それをガイドライン　’

として，その後の当館の政治史料の充実

と収集体制の確立に向か？て前進努力す

ることになった。

　それまでの当館の政治史料収集が，も

っぱら憲政資料室による明治期中心の文

書収集であったのに対し，－事務局発足後

は，収集対象が大正・昭和にまで拡大さ

れ，資料の種類もゴイクロフィルムや録

音・など次第に多様化していった。史料の

収集量も飛躍的に増大した。ひとことで

いえば，事務局の創設を契機として新し

い当館の日本近代政治史料群の形成が始

まったといってよい。政治史料調査事務

局の名称が象徴するように，伝統的な「憲

政資料」の世界から，今日的な「政治史

料」の世界への脱皮と形容してもよいで

あろ％そこに当事務局が果たした大き

な役割があっ’たと考えられ，それがまた，

当館あ史料収集の歴史の上で，この事務

局の設置をもって第2期を画する所以で

もある。

　かって当事務局が史料収集体制の具体

的目途としたのは，「政治史料室」（37．3。

29「昭和3㌘年度事業計画（案）」）ないし

　「日本近代政治史料室」（3912「日本近代

政治史料の収集整備計画」）への統合であ

った。・いまや自らの目途であった「史料

室」よりさらに進んだ専管の組織として，

専門資料部に政治史料課が設置された。

　実はこの独立した組織こそが事務局関

係者がひとしく望んでいた本来の希望で

あっ々のである。政治史料課の誕生によ

って長い間，分散的に所管されてきた諸・

種の政治史料はすべてそこに統合され，

今後は悪尉の専属的管轄りもとでその収

集整備が行われることになった。

　しかしながら，r方このことは，政治

史料調査事務局がいままで存在し，r定

の役割を演じてきた理由が根本から変わ

ったごとを意味する。当然，遠かちず当

事務局は，その存廃を含めて再検討され

るζとになろう。恐らくその場合には，

未決のままめ政治史料調査会設置の是非

のほか，当館の政治史料収集の計画と体

制全般に・？いて，総合的に見直してみる

必要が出てくるのではないだろうか。

　　　　　　　　　　　　（63．．　10　．　17）
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　289号，（1974・5）・PP・76－78　r一

「憲政資料室所蔵文書の概要」（1）一（9）’『国
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　立国会図書館月報』　274－282号（1984．

　1－1984．9）．

「憲法資料室所蔵文書の概要（続）」（1）一（4）

　『薗立国会図書館月…報』334－337号

　（1989・1－1989・4）e

「憲政資料ノート」（1）一⑩　『国立国会図書

　館月報』　27－42号（1963．6－1964．9）．

　（1）藤井貞文「憲政資料室の沿革」27号

　　（1963．6），　pp17－18．

　（2）「当初所蔵文書あ概要」28号（1963．

　　7），　pp．17－20．

　（3）「幕末維新期の史料」29号（1963．8），

　　pP　．　23－24　．，

　（4）「明治前期の史料」30号（1963．9），

　　pP．25－26．

　（5）原口敬明「自由民権運動に関する資

　　料」31号（1963．10），pp．15－16．

　（6）稲田正次「明治憲法制定に関する資

　　料」33号（1963．12），Pp．29－30．

　（7）山辺健太郎「外交史関係の史料」34

　　号（1964．1），19－20．

　（8）宇野俊一「明治後期の政治史料」36

　　号　（1964．3），　pp．21L22．

　（9）大久保利回「教育関係資料」・38号

　　（1964．5），　pp．17：18．

　（10）宇野俊一ア大山梓・坂井雄吉・西田

　　長寿・山辺健太郎・藤井貞文・田山

　　茂・大久保利回「座談会　憲政資料

　　室の資料をめぐって」42号（1964．9），

　　pp．21‘25．

「特集憲政資料室の35年」『みすず』

　276号（1983．8－9），pp．47－118．

　3　日本占領関係文書

熊田淳美「国立国会図書館で収集中の日

　本占領関係文書について」太田勝

　洪・袖井林二郎・山本三編『冷戦三三

　二二アジアを中心として一』（日、

　本評論社F、1982），pp．47－56．

星　健一「連合国の日本占領文書に関す

　る研究案内7一国立国会図書館の収集

　作業から一一一一L・r一」　『教育改革研究』．（名

　古屋大学教育学部）　第3号（1986．2），

　pp．31－68．

「現代政治史資料室所蔵日本占領関係資

　料の現況」　『国立国会図書館月報』

　244号（1981．7），pp．2Q－25，

　4　東京裁判関係資料

古川浩太郎「国立国会図書館憲政資料室

　所蔵戦争犯罪裁判関係資料について」

　『歴史評論』460号（1988．8），pp．71－

　77．

別表1　政治史料調査事務局会議一覧

（36．2．20　政治史料訥査事務局設置）、

36．3．7

　第一回事務局会議，・岡部副館長挨拶

　議題　町野竹馬氏政治談話録音，37年

　　度予算要求，・政治史料調査会の発足

　　準備

36．6．28

　（会議内容不祥）

37．2．1

　報告　37年度予算，事務局人事，木戸

　　幸一氏交渉

　議題　政治史料調査会の発足準備，政

　　治史料事務局の運営，木戸幸一三三

　　治談話採録準備，旧内務省資料調査

37．5．4

　報告　事務局人事異動
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　議題　37年度事業計画決定

37．7．23

　38年度予算，政治史料調査会

37．8．13

　（会議内容不祥）’

37．12．25

　報告　宇垣一成・近衛篤麿／文麿・鈴

　　木貫太郎・伊集院彦吉・吉田茂・寺

　　内正毅・斎藤実各文書・旧内務省資

　　料・戦争調査会資料の購入・受託・

　　保管・複写，松野鶴平・木戸幸一各

　　氏談話録音，特別調査員発令，38年

　　度予算

　議頒．平田東助・近衛篤麿／文麿各文

　　書の購入・複写，第4／4半期の事

　　業計画（平沼・荒木各文書・孫文関

　　係資料・社会党資料の収集・受託，

　　清瀬一郎・市川房枝・鈴木貞t各氏

　　の談話録音）

38．4．9

　報告　事務局入事異動，前年度予算の

　　支出状況，田中義一・平田東金・西

　　周・近藤廉i平各文書の購入・複写，

　　清瀬r郎氏談話録音準備，西原亀三’

　　文書の調査，牡会党資料ρ保管

　議題　事務局の業務遂行，第1／4半

　　期事業計画（牟田口廉也・清瀬一郎

　　各氏談話録音，加藤高明・阪谷・・寺

　　内・宇垣各文書の購入，・収集）’

39．12．17

　報告　今村均氏政治談話録音，西原亀

　　三文書の複写，五代文書の収集進捗

　　状況，岩倉文書の複写，39年度収集

　　状況

　議題　第4／4半期の収集整備計画

40．5．26

　報告　39年度政治史料収集実績（尾崎

　　行雄書簡・名家書簡等の購入，田健

　次郎日記・近衛篤麿・西原亀三・岩

　倉具視各文書の複写，今村均・牟田

　　翼翼也各氏の政治談話録音）

議題　40年度資料収集実施計画（宇垣

　　一成・佐々友房文書の収集，後藤新

　　平・杉田定一文書の複写），40年度談

　　話録音計画（清瀬一郎・鈴木茂三郎・

　　市川房枝・西尾末広・松村謙三・片

　　山哲・岸信介・星島二郎・木戸幸一・

　　河上丈太郎各氏），41年度予算要求

　　（寺島宗則・荒木貞夫文書）

40．10．5

　40年度政治史料収集計画及び実施状況

　　（夫野瀬立・佐々友房文書等の購入，

　　後藤新平・渡辺国武・山県有朋文書

　　の複写，清瀬一郎氏ほかの談話録音）

　41年度政治史料収集整備予算要求（政

　　治史料の収集整備，憲政資料課の新

　　設）

41．4．18

　報告及び議題　40年度収集実績（天野

　　政立文書・佐々友房文書・高橋光威

　　書簡・後藤新平文書マイクロフィル

　　ム等の購入，憲法調査会資料・貴族

　　院50年郎等の寄贈），41年度予算（政

　　治史料の収集整備），41年度収集計

　　画，41年度録音計画，

41．11．2

　41年度経過報告（石原莞爾文書・後藤

　　新平・鍋島直彬文書マイクロフィル’、

　　ムの購入，木戸幸一・・鈴木茂三郎・

　　市川房枝・清瀬一郎各氏の談話録音）

　今後の購入計画（井田譲文書・横山氏

　　保管名家書簡・池野家所恩名家書

　　簡・大井憲太郎書簡）　　，

　録音テープの音盤化

42．11．6

　報告、42年度収集状況（川上操六文
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　　書・加藤高明書簡・杉田定一文書マ

　　イクロフィルム等の購入），木戸録音

　　の整理，内務省史

　議題　42年度収集予定（都築馨六・大

　　井憲太郎・大久保一遍文書，談話録

　　音），『談話録音の事後処理，史料収集

　　の長期計画（近代政治家子孫住所調，

　　’「近代政治史料要覧」の内容予定）

44．8．20

　報告　43年度収集状況（都築馨六・大

　　井憲太郎・石塚重平各文書・臨時法

　　制調査会資料・明治天皇紀稿本等の

　　購入，掴友重章文書の寄贈，石田英

　　吉文書の寄託，長岡外史・山県有明・

　　石原莞爾各文章マイクロフィルムの

　　購入），録音の音盤化と記録整備，45

　　年度予算要求，人事

　議題　44年度収集予定（豊川良平文書

　　の購入，安藤正純文書の寄贈，藤沼

　　庄平日記の寄託，三条実美・近衛文

　　麿・大隈重信各文書マイクロフィル

　　ムの購入）．・44年度録音計画（市川房

　　枝・西尾末広・松村謙三・賀屋興宣・

　　後藤隆之助・迫水久常各氏），人事

45．5．12

　44年度　収集状況（豊川良平・片岡健

　　吉・大木任喬・山川端夫各文書・米

　　英蘇戦後対策の研究等の購入，近衛

　　文麿・三条家・大隈信重各文書マイ

　　クロフィルムの購入，安藤正純文

　　書・山県有朋・品川弥二郎書簡の寄

　　贈，藤沼庄平文書の寄託），，談話録音

　　（迫水久常氏）

　45年度　予算，収集予定（大山綱良文

　　書の購入，樺山宇治文書の寄贈ある

　　いは購入，阪谷芳郎文書の寄託，豊

　　川良平文書の購入，井上毅文書マイ

　　クロフィルムの寄贈，大蔵省五家文

　　書マイクロフィルムの収集），資料複

　　製（新規），談話録音（未定）

　46年度　収集計画（大村益次郎・吉富

　　簡一・上山満之進文書）

46．4．28

　45年度　収集状況（血盟団事件公判速

　　記録・田中義一書簡・児玉面高文書・

　　浅田正文書簡・竹下勇日記・三条実

　　美書簡・樺山資英文品等の購入，大

　　蔵省五家文書マイグロフィ』ルムの購

　　入，井上毅文書マ・イクロフィルム・

　　岡市三三文書の寄贈・森有礼文書9）

　　寄託），資料複製（山県有朋・桂太郎

　　文書），談話録音（なし）

　46年度　収集計画（大山綱良・野津道

　1貫・周布公平文書の収集，上原勇作

　　日記・小橋一太・阪谷芳郎文書の寄

　　託，平田東助文書の寄贈，外務省r

　　片岡健吉・田中光顕・大村益次郎・

　　上山満之進・小泉策太郎・上原勇作

　　各文書マイクロフィルム），資料複製

　　（桂太郎・伊東巳代治・陸奥宗光文

　　書）e・談話録音（迫水久常氏の続き・

　　市川房枝・後藤隆之助・西尾末広・

　　tt屋興宣・種村佐孝各氏），47年度予

　　算編成方針

47．8．9

　46年度報告　収集状況（植木枝盛・平

　　田東助・品川弥二郎・石田英吉・七．

　　条清美・吉井友美各文書等の寄贈，

　　最近支那関係諸問題摘要・大東亜戦

　　争対日協力状況報告・血盟団事件上

　　申書等の資料・松平春嶽・元田永孚・，

　　大山三訂・本庄繁■’後藤象二郎・伊

　　藤博文各書簡・清浦奎吾宛書簡・後

　　藤新平文書マイクロフィルみの購

　　入，森有礼・阪谷芳郎・望月小太郎・

　’大山巌文書め寄託），資料複製（官員
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　録）

47年度方針　予算，収集計画（収集済

　大鳥圭介関係文書・井上ボアソナ「1

　　ド両氏対話筆記・徳富蘇峰書簡・藩

　論・吉富家・河村金五郎．・柴田家門

　各文書の寄贈，古沢滋関係文書・吉

　田茂書簡マイクロフィルム・片岡健

　吉文書マイクロフィルム・佐々友房

　書簡・共産党資料の購入，杉孫七郎・

　前田正名・芳川顕正文書の寄託：収

　集予定　松方正義・箕作家・安東貞

　　美・関谷貞三郎各文書の寄託，大塚

　　常三郎文書・外務省文書マイクロフ

　　1ルム・吉田清成文書マイクロフィ．

　　ルムの購入），資料製複（陸奥宗光関

　　係文書・GHQ資料），談話録音（市

　　川房枝・迫水久常各氏）

48．8．1・

　47年度報告　収集状況（早耳七郎・前

　　田正名t■’芳川顕正・松方正義・箕作

　　院甫／麟祥文書の寄託，大鳥圭介文

　　書・井上ボアソナード両氏対話筆

　　記・徳富蘇峰書簡・藩論・大塚常三

　　郎文香・宇垣一成文書の寄贈，古沢

　　滋関係文書・共産党資料・佐々友房

　　書簡・大塚常三郎文書・伊藤博文宛

　　書簡等の購入，吉田茂書簡・片岡健

　　吉文書・吉富簡一・大村益次郎文書・

　　児玉亮太郎日記・外務省文書の各マ

　　イクロフィルムの購入），資料複製

　　　（陸奥宗光文書・GHQ資料）

　48年度方針　予算，収集計画（小川平

　　吉文書・外務省文書マイクロフィル

　　ムの購：入，関屋貞三郎・花房義質文

　　書・倉富勇三郎日記の寄託，安達謙

　　蔵文書の寄贈），資料複製（寺内正毅

　　文書・GHQ資料），談話録音（迫水’

　　久常・市川房枝各氏）

49．6．18

　48年度報告　収集状況（東久世通油日

　　記・倉富勇三郎文書の寄託，五代友

　　厚関係文書の寄贈，柳原前光宛書‘

　　簡・小川車吉関係文書・満州電業関

　　係書類・内政史研究会資料・乞骸始
i

　　末等の購二入，小橋一太・小泉策太郎・

　　江木翼・菊川忠雄・入江貫一・大石

　　正巳・山川端夫・天岡直嘉・江木千

　　之・斎藤実・スタイン・外務省・津

　1田真道・岩下方平・大原重徳・田中

　　稲城各文書マイクロフィルムの購

　　入），資料複製（寺内年内文書・GHQ

　　資料）

　49年度方針　予算，収集計画（小川平

　　吉文書・外務省・三浦梧楼・武甲範

　　之・山際七司・西潟為蔵各文書マイ

　　クロフィルムの購入，関谷貞三郎・

　　花房義質・大三輪長兵衛各文書の寄

　　託，松本挙文書の寄贈），資料複製（寺

　　内正毅文書・GHQ資料），談話録音．

50．9．23

　49年度報告　収集状況（三浦梧郎・大

　　三輪長兵衛・権藤成隠釦文書の寄託，

　　有田八郎・松本三三文書・満州戦犯

　　獄中書簡集等の寄贈・海軍歴史草

　　稿・小川平吉文書の購二入，黒田清隆・

　　武田範之各文書マイクロフィルムの

　　購入），資料複製（GHQ資料）

　50年度方針　予算，収集計画（小川平

　　吉文書の購入，関谷貞三郎・花房義

　　質・林出賢次郎・鈴木三郎・佐藤達

　　夫・宗方小太郎各文書の寄託），資料

　　複製（寺内正毅・江藤新平・田中義

　　一襲文書），談話録音！賀屋興宣氏）

52．7．6

　50年度報告　収集状況（小野梓文書の

　　寄託，小川平吉文書，三冠三一・三大
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　権論と国憲案・陸奥宗光書簡の購

　入），資料複製（寺内正毅・江藤新平・

　田中義一各文書），談話録音（賀屋興

　宣氏）

51年度方針　予算，収集計画（小川平

　吉文書の購入，佐藤達夫文書の寄託，

　宗方小太郎・安斎正助・入江俊郎各

　文書の寄贈），資料複製（佐藤達夫文

　書新憲法成立過程関係・Catalog　of

　Administrative　Diiectives　to　the

　Japanese　Government），談話録音
　　（な、し）’

51年度報告　収集状況（佐藤達夫文書

　の寄託，入江俊郎・安斎正助・宗方

　小太郎各文書・三島通陽書簡等の寄

　贈，小川平吉文書の購入，外務省文

　書マイクロフィルムの購入）1資料複

　製（佐藤達夫文書新憲法成立過程関

　係・Catalog　of　Administrative

　Directives　to　the　Japanese　Govern－

　ment），談話録音

　52年度方針　予算，収集計画（大川周

　　明・中島信行・元田露払書簡・鈴木

　　三郎文書・高橋是清・花房言質・上

　　原勇作・鮎川義介・毛利空話各文書

　，マイクロフィルムの購入，赤松則

　　良・品川弥二郎・関谷貞三郎・木下

　広居各文書の寄託），資料複製（井上

　　馨文書），談話録音（市川房枝，西尾

　　末広各氏）

53．3．6

　52年度報告　収集状況（戦争被害報告

　1書・黒田清隆書簡・木内曽益文書の

　　寄贈，大川周明・元田肇・河瀬真孝・

　　伊東巳代治各書簡・中島信行宛書

　　簡・大正昭和軍人書簡・外務省沿革

　　考草稿・連合国最高司令部覚書の購

　　入，高橋是清文書・花房義質文書・

　外務省記録・日本外交文書各マイク

　　ロフィルムの購入），資料複製（井上

　馨文書），談話録音（市川房枝氏）

53年度方針　予算，収集計画（大三輪

　　長兵衛・品川弥二郎各文書・松平春、

　　嶽文書マイクロフィルムの購入，赤

　　松則良・関谷貞三郎各文書の寄託，

　　佐藤達夫文書の寄贈），資料複製（伊

　　東巳代治・岡市之助各文書・田健治

　　郎日記），談話録音（市川房枝氏の続

　　き）

　現代政治史資料室の開設，日本占領関

　　係文書の収集　　　　　　，

（53．5．25　現代政治史資料室設置）

58．2．23

　（会議内容不祥　ただし岸信介・勝間田

　　清一・灘尾弘吉各氏の談話録音の記

　　事あり）

（61．6．1．専門資料部政治史料課設置）

62．9．24

　報告　事務局員入事，憲政資料収集状

　　況（58年度　田健次郎・赤松則良各

　　文書の寄贈，立花小一郎・水野直文

　　各文書・木戸幸一文書マイクロフィ

　　ルムの購入，その他；59年度水野

　　直文・熊谷入十三・野村四文・井川

　　忠雄・星埜守一・宇垣一成・．渡辺千

　　冬野文書の寄贈，明石元二郎・尾崎

　　三良・原保太郎各文書の寄託，寺島

　　宗則・倉富勇三郎・宮島誠一郎各文

　　書の購入，その他；60年度　中原町

　　司・岡部長景・新居善太郎1小橋一

　　太／元雄各文書の寄贈，坂本俊篤文

　　書の寄託，深井英五・栗原亮一下文

　　書の購入，その他；61年度　井上敬

　　次郎・熊谷八十三・西沢哲四郎・平

　　岡浩太郎・大木操各文書の寄贈，辻

　　新次郎・渡辺千秋各文書の寄託，大
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　　　　　　　　　i／

　久保利通・河野司・中江兆民・森有

　沈吟文書の購入，その他；62年摩

　林竹二・吉井友実・藤牧新平野文書・

　　ピゴット＝アルバムの寄贈，大森鐘

　　一・緒方竹虎各文書の購入，その他），

　収集予定（63年度以降　大野緑一

　　郎・亀井貫一郎・’和田博雄・小河一

　三四文書の寄贈または寄託，元田永・

　　李文書の購入）’：GHQ資料マイク

F　ロフィルム化（53－63年度　資料名省

　　略）

　議題　政治談話録音の今後の計画（勝

　　間田清一氏談話録音の実施・政治談

　　話録音の取り扱いに関する検討委員

、会の設置）

62．11．12

　議題　政治談話録音の非公開の期間

　　（検討委員会報告）

別表2政治談話録音一覧（次ぺ・一一：ジ）

資料1　政治史料収集整備計画（昭和36．

　　　1・．10）国立国会図書館

第一　趣旨

　同時代の史料を後世に伝えることは，

本来，図書館一般の重要な使命であり，『

近来公文書館の完備が要請されている所

以はここに存するのであるが，特に国立

国会図書館としては，政治史の分野につ

いて遺憾なく資料を整備して置く必要が

『ある。当館としては，閲覧部の「憲政資

料」1調査及び立法考査局の「日本国憲法

制定関係資料」の各事業があって，資料

の収集整備に努めてきたが，前者は予算

上の理由から，後者は最初の企画が限定t．

的な性格のものであったため，いずれも

現在では活発な収集活動は行っていな

い。また，大正・昭和の時代については，

ほ’ﾆんど未着手のままになっているのが

現状である。このような現状に対し，根

’本的な検討を加えた組織的かつ大規模な

計画を樹立し，活発な収集活動を推進す

ることが必要である。時期を失すること

は現存の雌治三等の筐底脳裡に存在する

歴史の真相を永久に滅失させる結果とな

るので，事情の許すかぎりすみやかにこ

の事業に着手しなければならない。tt

第三　計画の概要

　一　史料の収集と調査計画

　　1・この事業の不可欠の前提として7’』、

　　政治史に関する綿密，詳細な調査研

　　究を組織的かつ継続的に行うととも

　　に，各界人物の文庫等の購入または，

　　受託あるいは談話録音等を実施する

　　，た当たって，その都度周回な事前調

　　査を行う。

　　2　調査上の協力を得るため，政治史

　　学者，政治評論家等学識経験：者を非

　　當勤職員，顧問または委員会に委嘱

　　する途を講ずる。

二　収集の範囲

　　1　収集の対象となる歴史上の期間は

　　特に限定せず，「憲政資料室」の収集

　　資料が主として明治から大正にかけ

　　　てであるので，’それ以後現在に至る

　　全時期を含めるものとする。

　　2　収集資料としては，日記，’手記，

　　　メモi書簡類をほじめ，写真，映画

　　　フィルム，音盤，録音テープ等，通

　　　常の公刊本以外の一切の資料を収集

　　　する。

　　3　対象とする個人は，，政治家，官吏，

　　　軍人，財界人，学者等各界の人物に

　　　わたるものとする。

　三　収集資料の整備保管及び利用

　　1　収集資料は，．本人の承諾のない限
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別表2政治談話録音一覧
談　話　者 回数 談話年月日 主な対、談者 談話者略歴 備　　　　考

2 ①昭和36．5．14 山本有三（元参議 陸軍大佐、張作霧 張作話爆死事件
1
町
野
武
馬
／

②昭和36．5．15 　員芋貝・作家）

ﾃ田時夫（国立国

顧問

　　、u’、 会図書館）

2 ①昭和38．4．23 山本有三 」陸軍中将、藍溝橋 藍溝橋事件及びイ

②昭和40．12。18 事件勃発時の歩兵 ンパール作戦．

2牟田口廉也 第1連隊長、第15

軍司令官（インパ

一ル作戦指揮）

．2 ①昭和39．12 今井清」（横浜市 陸軍大将 陸軍軍制等

3今村　　均
②昭和40．1 立大学助教授） 陸軍省兵務局長

第16軍司令官（ジ

ヤワ作戦指揮）

4 ①昭和41．12．8 伊藤隆（東京大学1 衆議員議員 戦前の社会主義運

4鈴木茂三郎
②昭和41．12．14

B昭和41。12．16

社会科学研究所

u師）

日本無産党書記長

坙{社会党委員長

三等

④昭和41．12．22

6 ①昭和42．2．16 大久保利謙（早稲 内大臣（昭和15～ 「木戸日記」に関

②昭和42．3．6 田大学・立教大 20）・、 回した秘史等’

5木戸幸一・
③昭和42．3．13

C昭和42．3．27

学講師）

⑤昭和42．’4．12

⑥昭和4215．29

ヒ2 ①昭和44．11．7 河野義克（国立国 岡田啓介首相の秘 終戦関係2．26事件

6迫水久常
②昭和47．10．4 会図書館長） 書官

髢ﾘ貫太郎内閣書

等

記官長

6 ①昭和50．11．11 有竹修二（朝日新 第一次近衛内閣お 戦前の財政政策等
②昭和50．11．18

聞
社
平
貝
）
、

よび東条内閣蔵相

③昭和50．11．27 河原宏（早稲田

7賀屋興宣
④昭和50。12．5

D昭和50．12．11

　大学教授）

D平田敬一郎（元大
⑥昭和50．12．17 ，蔵次官）

三三清一（北海鋼

機株式会社）

2 ①昭和53．3．29 児玉勝子（婦選会 参議員議員 婦人参政権獲得運

8市川房枝
②昭和53．5．19 館常務理事）

R口美代子（国立

、

動婦人と政治等

国会図書館）

4 ①昭和56．11．12 遠藤勝巳（共同通 東商会頭、岸内閣 東条内閣倒閣運動、

　　0X藤山愛一郎
②昭和56．12．3

B昭和56．12．10

信社総務局長） 外相、池田・佐藤－内閣経企庁長官 日中関係等

④昭和56．12．21

3 ①昭和62．11。17 岸本弘一（国立国 元社会党委員長、 企画院事件、社会
’10勝間田清一 ②昭和62．11．18 会図書館専門調 前衆議院副議長 十干貝長、「社会’

③昭和62．11．19 査員） 主義への道」等
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　　り公開しない。

　2　資料は慎重な考証の後，適当な編

　　さん，製本を加えて整理するものと

　　する。

　3　保管は，図書館指猿あ貴重書ζ同

　　程度あ取り扱いとする。

　4　総務，収書，整理，閲覧及び調査

　　の5部局にわたる事業の性質上，簡

　　素で効率のよい協力体制を整える。

　5　現在の「憲政資料」及び「日本国

　　憲法制定関係資料」’たついては，適

　　当な統一運用の方途を考慮する。

第三　計画の進行

　1　今年度内は，館内協力体制の検討

　　及び内規則の立案，学識経験者の人

　　選等の事務を行い，あわせて36年度

　　の実行予算の範囲内で運用する当初

　　計画を研究する。ただし，今年度に

　　おいても，準備の整い次第，資料の

　　収集に着手する。　へ

　2　36年度においては，比較的予算を

　　必要としないような資料の収集及び

　　大規模な収集計画の基礎調査を開始

　　するどともに，37年度以降の予算対

　策を推進する。、

第四　計画の実施組織

　1　政治資料の収集に関する基本方

　　針，各年度の企画その侮必要な事項

　　について調査審議するため，国立国

　　会図書館に，政治史料調査会を置く。

　2　調査会は，委員長及び委員若干人

　　で組織する。

　　　委員長は，委員の互選による。

　　　委員は』館の職員及び学識経験の

　　ある者のうちから館長が命じ，，辛は

　　委嘱する。

　3　調査会に専門委員及び幹事若干入

　　を置く。専門委員の委嘱につ．いては，

委員の規定を準用する。

　幹事は，館の職員のうちから館長・

が命ずる。幹長は，委員を補佐する。

4・調査会に，必要に応じ，’ ﾙ長の定

めるところにより，分科会を設ける

一ことができる。

5　調査会の事務を処理し，ならびに

史料の収集に関する企画の準備及び

実施を行うため，調査会に，事務局

『を置≦・

6　事務局に，事務局長及び所要の事

務局員を置く。事務局長に，は，閲覧

部長を充てる。事務局員は，館の職

員のうちから館長が命ずる。

7　事務局に，所要の班を置く。

8　事務局に，参与を，班に，班付を

　置くことができる。　．’

　［以上の計画に関する政治史料の収集

のため0）経費としては，774万4，000円を

新規要求することとしている。その内訳

は次のとおりである。］

　　　収書面に必要な経費　38，481千円
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の　政治史料の収集

　　　諸謝金

　　　　調査謝金

　　　　諸謝金

　　　職員旅費．

7，744

．256

　85
　171

資料収集調査旅費

　　　　　　　205

血腫

　庁用器点出

　消耗機材費

　通信費

　運i搬費

　筆耕費

　会議費

賃金

2，134

　655

　717

　　3

　59
　600

　100
’　105



図書購入費　　　5，000．

カード作成費　　　44

注記　こごで本文中の計画書［1］［2］［3］

の異同について触れておこう。　　　、

（1）［3］（本資料）の「第二．計画の概要st

．三，1」について（以下同じ）

　［1］［2］とも「収集資料は本人生存中及

び死後10年程度は公開しないあを原則と

する。」

（2）「第二　計画の概要，三，2」

　［1］［2］とも「資料は直ちに図書館整理

に付することなく，慎重な……」

（3）「第三　計画の進行，1」

　［1］のみ「ただし……」がない。

（4）「第四　計画の実施組織」

　［1］は項立てせずに「（付）政治史料収

集整備計画の実施のための組織について

　（案）」として，次のように記している。

一　政治史料室（閲監部に置く）

　　史料の収集計画の企画・立案及び実

　施，収集した史料を整備し，一旦整理

　部を経由した後保管，閲覧の業務を行
　う’。，

　　室に庶務係，整備班，調査班を置く。

　　職員の配置　室長1　補佐1　主査

　3　副主査4　係長1　職員4　非常

　勤調査員5

二　政治史料調査会（仮称）（館長諮問機

　関）（館外）

　　政治史料②収集について基本方針，

　各年度企画等につき一般的に諮問する

　とともに，随時調査上の諮問をも行う。

　『委員は国会両議院有志および館外の学

　識経験者を主どし，館職員としては副

　．館長及び部長1名が参加，政治史料室

　長は幹事として調査会の事務を行う。’、

　　史料室長は委員個々につき随時調査

　上の連絡を取ることができるよう定め

　る。

三　政治史料収集整備委員会（仮称）（館

　内）．

　　政治史料収集整備の事務につき館内

　各部局の事務と相互に関連する事項に

　つき取り扱い上の問題を協議決定す

　る。委員は関係部局の長とし，関係各

　課室長を以て幹事会を構成し；審議事

　項の事前調整に当たらせる。

［2］は「一　政治史料調査会」「：：二　政

治史料室」と項立てしてあり，「一」は［3］

の1～4と同じであるが，「二」は次のと

お，り。

二　政治史料室

　1　政治史料の収集に関する企画の準

　　備及び実施を行うため，国立国会図

　　書館閲覧部に，政治史料室を置く。’

，2　政治史料室は，室長及び室員若干．

　　人で組織する。室長には，閲覧部長

　　を充える。室員は館の職員のうちか・

　　ら館長が命ずる。『

　3、政治史料室は，調査会の庶務をつ

　　かさどる。

　4　室に，所要の班を置く。

　5　室に，参与を，班に，前付を置く

　　ことができる。

資料2　政治史料調査事務局設置要綱

　　　（昭和36．2．10）

　さきに館腰決定をみた「政治史料収集

．［整備］計画」の主旨に基ずき，「政治史

料調査会」が発足するまで「政治史料調

査事務局」を館に設置し，「政治史料調査

会」の設立準備ならびに政治史料の収集

および整備に当たらせるこどとしたい。

　なお，この事務局は「政治史料調査会」

が設立されたときは，・その事務局に移行
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せしめる予定である。

一　事務局の職務’

　1　政治史料調査会の設立準備に関す・

ること。’ @　、．

　2　政治史料の収集に関する調査，企

画に関すること。

　3　政治史料の収集，整備に関するこ

と。

二事務局の組織

　庶務，企画，収集整備の三班をおぐ。

一事務局の人的構成、

　1　事務局母（閲覧部長）ピ

霧孟｝巖をもつて充てる）

　4　班付（課長補佐，．主査をもって充

　　てる）

　5　班長（係長，副主査，係貝をもつ

　　て充てる）

資料3　政治史料調査事務局内規幽（昭和

　　　36年2月20日制定）

第一条　政治史に関する歴史的資料（以

　下「資料」という。）o収集整備及び政

　治史料調査会の設立準備を行なうた

　め，国立国会図書館に，政治史料調査

事務馴以下「三局」といラ・）を置・．・

　く。

第二条　事務局に，庶務班，企画班，及

　び収集整備班の三班を置く。

第三条　庶務班においては，政治史料調

　9査会の設立準備に関する事務及び事務

　局の庶務を行なう。・

2’ 驩謾ﾇにおいては，資料の収集に関

　する調査及び企画に関する事務を愚な

　う6
3　収集整備班においては，資料の収集，

　受入，保管及び整備に関する事務を行

　なう。

第四条　事務局に，事務局長一人を置き，

事務局長には，閲覧部長を充てる・「・

2　事務局長は，・事務局の事務を掌理す

　，る。

3．．球趣にデ班長一人友び班員若干人を

　置く6

4・班長及び班員は，職員のうちから鯨

　長が命ずる。

5’ ﾇ長及び班員は，上司の命を學けて，

　事務をつかさどる。’

築五条　事務局の事務に参与さぜるた

　め，事務局に；参与を，また，班の事

　務に参与させる牟め，班に，．班付を置

　くことができる。

2　参与及び鼻付はゴ職員のうちから館

　長が命ずる。

　附　則・

　こ・の内規は，昭和三十六年二月二十日，

から施行する。

三郷日本近代政治蝉の収集整備計

　　　酉　昭和39年2月　国立国会図書

　　　館政治史料訥査事務局

一　本事業の趣旨・

　同時代の史料を収集整備してこれを後
世た伝えることは，t一本辛図書館一∠般の重

要な使命であるが，とくに国立国会図書

館としては，わが国の政治吏の命野につ

いて・遺憾無く資料を肇回しておく必要一

がある。

　『当館としては；過去に「憲政資料の収・

’集」「日本国憲法制定関係資料の収集」の

、各事業があって，それぞれ資料の収集整

備に努め，別荘のようなかなりの大規模

の資料の収集を行ってはきたが，前者は，

予算上の理由から，後者妹最初の企画が1

限定的性格であったため，いずれも活発，

な収集活鰻つづけることが鱒な獣
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況である。また，大正，昭和の時代たつ

いて嬬昭和37年置本事業の発足以来，

おずかに，その収集事業が緒に付いた段

階であり，ほとんど未着手の状態となつ

．ている。ここような状態に対して，根本

的な検討を加え，組織的かつ大規模な計

画を樹立し，活発な収集事業を推進する

ことが必要である。

　時期を失することは，現在の政治家等

の筐底脳裡に存在する歴史の真相を，永

久に滅失させる結果ともなり，あるいは，’

貴重な資料の海外流失をも招くおそれが

，あるので㌧事晴の許すかぎワすみやかに，、

こり事業の活発な展開をはかる必要があ

る。〉

二　計画の概要

　1．，資料の収集と調査計画

　　3　この事業op不可欠り糠雨、とし

　　　て，，政治史に関する綿密，詳細な

　　　調査）．研究を組織的，かつ継続的

　　　に行うとともに，各界人物の仁摩

　　　等の購入；また受託，あるいは談

　　　話録音等を実施するに当っては，

　　　その都度周到な事前調査を行う。

　　b　調査上の協力を得る為，政治史

　　　学者チ政治評論家等学識経験者の

　　　協力を得られる方途を講ずる。

2．収集資料の範囲

　a　収集の対象とする歴史上の期間

　　は，特に限定せず，「憲政資料」収

　　集の資料が，主として明治，大正

　　時代であるので，これを補いつつ，

　　それ以後現在に至る全期間をふく

　　めるものとする。

　b　収集資料としては，日記，手記，

　　メモ，書簡類をはじめ，写真，映

　　画フィルム，レコード；録音テー

　　プなど，通常の公刊本以外の一切．

　　　の資料を収集する。

　　c　対象とする個人は，政治家官

　　　吏，軍人，財界人，学者等各界の

　　　人物にわたるものとする。

　3．収集資料の整i備，保管及び利用

　　a　資料は慎重な考証の後，適当な

　　　編さん，製本を加えて整理するも

　　　のとする。

　　b　保管は，図書館資料の「貴重書

　　　に指定されたもあ」と同程度の取

　　　り扱いとする。

　　c　現在までに収集ずみの，「憲政資

　　　料」及び「日本国憲法制定資料」

　　　と併せ統一運用あ方途を講じ，「日

　　　本近代政治史料室」への発展を目

　　　途とする。

　　d　収集資料は，公開を建前とする

　　　が，談話録音，月記，書簡などに

　　　ついては，本人の承諾がない限り

　　　公開しないものとする。

三　計画の実施組織

　この計画め実施のため，政治史料調査

会，、及び，政治史料調査事務局の二つの

組織をおく。

’1．、政治史料調査会規則（案）

　（目的及び設置）

　第一条　国立国会図書館における政治

　　史料の収集に関する基本方針及び各

　　年度の企画その他必要な事項につい

　　て調査審議するため，国立国会図書

　　館に，政治史料調査会（以下「調査

　　会」という）をおく。

　（組織）

　第二条　調査会は，委員若干人で組織

　する。

　2　委員は，国立国会図書館の職員及

　　び学識経験のある者のうちから，．館

　　長が命じ，または委嘱する。
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3　調査会に委員長をおく。委員長は

　委貝の互選による。

4　委員長は会務を掌理する。

（専門委員）

第主条’調査会に，・専門事項を調査さ

　せるため，専門委員をおくことがで・

　きる。

2　専門委員は，学識経験のある者の

　うちから，館長が委嘱する6，

3　専門委員嬬当該専門の事項に関

　する調査が終了したときは，委嘱を“

　とかれるものとする。

（分科会）

第四条　調査会は必要に応じ，分科会

　をおくことができる。

2　分科会所属の委員及び専門委員

　は，委員長が指名する。，

〈調査会の事務）

第五条　調査会り事務を処理し，並び，

　に政治史料の収集に関する企画の準
　　　　　へ
　備及び実施を行うため，調査今に事

　務局を暫く・

2　事務局の組織は，館長が定める。
附則’ ｱの規則は，昭和年月日
　かち施行する。

21政治資料調査事務局内規

　（この内規は調査会発足と三時に政

　治史料調査会事務局内規として改正
　の予定であ為。）

［条文略］．

日本近代政治史料収蔵一覧　昭和39年2

　　月
一「 寳ｭ資料及び日本近代政治史料とし

　　ての収集の分

　1．購入資料［以下資料名は省略する

　　が，資料の分類法を知るために項目

　　のみを記す。］

　2二寄託資料（受託）

3・マイク戸フイルム収集資料

　4，筆写収集資料

　5．談話録音

二　日本国憲法制定関係資料収集計画に．

　　より収集の分

　1．マイクロ・フィルム

　2．、録音

政治史料調査事務島名簿　昭和39年2月’

現在

圃　・　　　・．1

注　記國この融画が［3］の計画と特に違

っている点は，

（1）資料の公開について，［3］は単に「本

人の承諾のない限り公開しない」とあっ

たのに対し，「公開を建前とするが，誇話

録音，日記，書評なごについては1本人
の承諾がな褥限り公開しない」（二、3．d）

之，やや限定したこと，

（2）今後について，「日本近代政治史料室」『

（二、3．c）の構想を明示したこと，

（3）調査事務局のみ発足したので，実施組

織の項が大幅に変わり，「政治史料調査会

規則（案）」乏「政治史料調査事務局内規」

とがそれぞれ別個に掲載されたこと（三、

1及び2．），などである。

　，なお［4］についていケとジ（1）（2）の点は

［3］と同じ，（3）の点は［5］と同じであ

る。

資料5　政治談話録音の非公開の期間に

　　　ついて（報告）　62．11．12政治

　　　史料調査事務局政治談話録音の取

　　　り扱いに関する検討委員会

昭和62年9月24日の政治吏料調査事務
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局会議の決定を受け，9月30日に設置さ

れた本委員会は，政治談話録音の非公開

の年数とその起算点，公開の手続き等に

ついて，10月9日，16日，27日，11月4’

日に検討会議iを開催し，’また10月20日に

大久保利謙氏より，11月12日に伊藤隆氏tt

　（東京大学教授）より政治談話録音に関

して意見聴取を行った。

　11月17日より勝間田清一氏政治談話録

音が実施されるに際して，本委員会は政

治談話録音の非公開の期間に関して下記

のよう，な検討結果を得たので報告するb

なお公開の手続き等に関しては今後引き

，続き検討を進める。

　　　政治談話録音の取り扱いに関する

　　　検討委員会委員長　住谷雄幸

　　　委員　阿部章　渡辺恭夫　岩田啓

　　　　　　土屋恵司　成田憲彦’山回

　　　　　　美代子

　　　　　　　　　記

非公開の期間の原則，

　1．既に採録済みの町野武馬録音（昭

和36年5月14日，15日）から藤山愛一郎

録音（昭和56年11月12，日一一　12月21日）に

至る政治談話録音は，録音の時点から起

算して30年間非公開とする。．

　（注）　当館としては30年非公開の原則

　　の採用を今迄明確な形で残していな

　　いが，・かつて何度か録音時に同原則，

　　に言及したこと，『国卒国会図書館三

　　十年史』198頁に同原則に関する記述，

　　があることなどのために，これを踏

　　揺することにする。

　2．今回の勝間田録音を含め今後の政

治談話録音は，録音の時点から最低10年

間非公開とし，談話者の意向により20年、

』間または30年間非公開とする。ただし30

年間を：以て最大期間とする。

　（注）政治談話録音にはいわゆる「秘

　　話」に属する内容が含まれる場合が’

　　あり，また録音に際して談話者にそ

　　れを期待するために，相当程度長期

　　に秘匿しておく方針をとる必要があ

　　る。しかしながら余りに長期に史料

　　を秘匿して客観的利用に供しないこ．

　　とは，史料としての意義を減殺させ

　　ることになる。また秘匿しておく必

　　要のない内容も多々あるはずであ

　　る。かねてより一章30年非公開の原

　　則は長期に過ぎるとの批判があ6た

　　ため，今回一・一・層弾力的に運用できる‘

　　ような原則とした。

　3．非公開の期間の起算点は，録音時

とする。

　（注）起算点としては，この他，録音

　　内容にあう主たる事件の発生時，談

　　話者の死亡時など炉考えられるが，

　　前者は合理的であるが，事件が多数

　　ある場合に複雑になり1公開の処理

　　が難しいこと，また後者は談話者と

　　の関係で非現実的であることなどの

　　ため不適当である。そのため原則実

　　施上の明快さと従来の30年原則の適

　　用の事例を考慮して，起算点は録音

　　時とした。

（にのみや・さぶろう　調査及び立法考査局専門調査員）

（90ページ追記に続く）
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、．長崎の商店絵図あり　　・〈特58「286＞

高松商工案内　高松　高松商業会議所

明治44．932p注：高松市商工人名
　表あり　　　　　　　　　〈特50－200＞層

筑紫名所豪商案内記　川崎源太郎編　堺

　龍泉堂　明治18．6和71丁

　　　　　　　　　　　　〈特58－297＞

筑肥有名家独案内　一名，商工便覧’中

　谷与助編　堺　龍泉堂』明治23．8　82

　丁　注：．商店絵図あり　〈特28－141＞

土佐名鑑大全（上中下）東村三之助編

　高知　土佐名鑑編纂部　明治42　3冊

　　　　　　　　　　　　〈特20－796＞

長崎税務管理局内酒造一覧表　明治34年

　度　太田竹次郎著．大阪　太田竹次郎

　刊　．明治36．2’24p　　　　〈83－200＞

日隅薩商工便覧　川崎源太郎編　堺　龍

　泉堂　明治23．3図版106丁　内容：

　日向国，鹿児島市，薩摩国，大隅国の

　商店絵図　　　　　　　〈特52－127＞

福岡県下商工技芸早見便覧・川崎源太郎

　編　堺　龍泉堂　明治18．9和28丁

　注：商店絵図あり　　　く特58－287＞

儲惣群落課）

（37ページから続ぐ）

　追記　本稿校正中に，かつて政治史料調査事務局で活躍された，現埼玉大学教授三

沢潤生氏の資料ファイルが発見された。事務局創設当時から昭和40年頃までのもので層

ある。’断片的ではあるが，会議の資料及びメモ類のほか，収集計画，予算要求など，

各種の事務局活動の基礎に関する手書きの原稿が含まれていて，三沢氏が当時事蕩局

運営の中心的役割を果たしていたことがわ均・る。

　このファイルによると，事務局会議が，36．12．11（報告．事務局活動／議題　木戸

幸一氏政治談話録音，政治史料調査会の発足準備，来年度事業計画），38．9．10（斎藤？

寺内各文書，日本国憲法制定関係資料，GHQメモランダム），39．3．18（40年度予算，

39年度実績，斎藤・寺内各文書受入，今村均・鈴木茂三郎各氏談話録音），40．2．11（報

告　佐々文書購入，西原文書複写／議題　牟田口三三氏談話録音、40年度購入資料）

に開催さμているので・「別孝1　政治史料調査事務局会議一覧」にこれらを追加する。

　また，この一覧表の40．10．5会議の欄に，41年度予算要求として「憲政資料課の新設」

の項目が見えるが，三沢氏の資料中には，39年度予算としと「1課新設　政治史料課」

との三沢氏によるメモ，および「近代政治資料課（仮称）設置の趣旨」（46．6。25）と

題する謄写印刷資料が残されている。政治史料収集体制確立の目標は，当時，公的に

は「政治史料室」の要求に留まっていたようであるが（24ぺrジ参照）．，事務局内部で一

．は，かなり早期から現在のような独立組織樹立の意向があっtaことがわかる。〈元♂12．

25二宮）一
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